


　
2
0
1
8
年
度
も
み
な
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
に
よ
っ
て
前
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
定
期
的
に
上
映
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
加
え
ま
し
て
、
現
地
映
画
配

達
人
が
警
察
官
と
協
業
し
、「
人
を
集
め
る
」

と
い
う
映
画
の
特
性
を
使
い
、
映
画
の
前
に

薬
物
防
止
の
講
義
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
想
い
を
持
っ
て
移
動
映
画
館

を
実
施
し
て
く
だ
さ
る
個
人
、
団
体
さ
ま

と
提
携
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
も
上
映
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

少
数
民
族
が
多
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

小
学
校
に
あ
が
る
と
き
に
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
民
族
の
言
葉
と
は
違
う
公
用
語
の
ベ

ン
ガ
ル
語
で
授
業
が
始
ま
る
た
め
、
そ
こ
で

つ
ま
ず
き
学
校
を
辞
め
て
し
ま
う
子
も
多
い

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
暮

ら
す
原
田
夏
美
さ
ん
率
い
るC

hotoB
ela 

w
orks 

さ
ん
は
、ア
ニ
メ
映
画
『
ハル
の
ふ
え
』

の
、
少
数
民
族
の
言
葉
と
ベ
ン
ガ
ル
語
の
両

方
の
吹
き
替
え
版
を
作
り
ま
し
た
。
楽
し
い

ア
ニ
メ
映
画
が
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
た
学
校

に
行
き
た
く
な
る
架
け
橋
に
な
れ
ば
と
考
え

て
の
こ
と
で
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

に
駐
在
す
る
間
に
郡
山
文
さ
ん
が
立
ち
上

げ
たZ

O
V

A
 an K

ID
S 

さ
ん
は
、
上
映
会

を
開
催
し
た
学
校
の
先
生
か
ら
「
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
学
校
へ
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
ネ

パ
ー
ル
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
ビ
ノ
ッ
ド
さ
ん

ご
夫
妻
が
、「
映
画
に
よ
る
道
徳
教
育
」
と

し
て
移
動
映
画
館
の
展
開
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
み
な
さ
ま

が
ご
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
各
地
で
上
映
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
の
に

も
毎
回
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
は
、
現
地
に
寄
り

添
っ
て
各
国
で
上
映
さ
れ
る
方
た
ち
に
も
届

い
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
体
調
を
崩

す
な
ど
、2
0
1
8
年
度
は
活
動
開
始
以
来
、

一
番
動
け
て
い
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
動

け
な
い
な
か
で
も
、
英
治
出
版
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
連
載
『
映
画
で
貧
困
は
救
え
る
か
』
を

書
か
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
活
動
に
つ
い
て

深
く
見
つ
め
直
す
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
載
を
書
い
て
い
く
な
か
で
、「
映
画
と

は
医
療
で
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
医
師
の
進

谷
憲
亮
先
生
と
「
医
療
×
映
画
」
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
師
と
し
て

１
年
間
従
事
し
帰
国
さ
れ
た
進
谷
先
生
が
、

嬉
し
い
ご
報
告
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

手
術
の
前
、
子
ど
も
た
ち
は
怖
く
て
泣
い

て
し
ま
い
、
医
療
従
事
者
の
方
々
も
そ
ん
な

姿
を
見
る
の
が
辛
い
し
、
子
ど
も
た
ち
を
慰

め
る
時
間
も
な
く
苦
し
ま
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
お
も
ち
ゃ
で
あ
や
し
て
も
泣
き
止
む
こ

と
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
か
ら
駆
け
付
け
た
映
画

配
達
人
ナ
ッ
ト
が
上
映
を
行
っ
た
１
週
間
、

約
1
0
0
件
の
手
術
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
泣
い
た
子
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
映
画
が
手
術
前
の
子
ど
も
た
ち
の

恐
怖
を
和
ら
げ
て
い
た
と
し
た
ら
と
て
も
嬉

し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
普
及
し
、
農
村
部
で
も
動
画
に
触
れ
ら

れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

私
た
ち
の
役
割
は
終
わ
り
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
る
の
で
す
が
、
進

谷
先
生
か
ら
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
で
学
校
に
来
な
く
な
る
子
も
多
い
と

聞
き
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
映
画
を
観
ら
れ

る
こ
と
」
が
学
校
に
行
き
た
く
な
る
理
由
の

一つ
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
が
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良

き
未
来
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ

か
ら
も
悩
み
な
が
ら
も
進
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

進
ま
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ま
に
、

心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し
て
。
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移
動
映
画
館
が

縦
横
無
尽
に
広
が
っ
た
一
年…

2012年に始まったWorld Theater Project（WTP）は、

カンボジアをはじめとした途上国の農村地域など、

映画を観られない環境に暮らす子どもたちへ移動映画

館で映画を届けています。

私たちは、様 な々世界や生き方を映し出す映画を届ける

活動を「夢の種まき」だと考えています。

※これまでに約7 万人の子どもたちに映画を届けてきました。

（2019年3月現在）

私たちの活動

すべての子どもたちに映画体験を届ける

生まれ育った環境に関係なく、子どもたちが夢を持ち、
人生を切り拓ける世界をつくる

私たちが目指す世界

映画を観られる環境にいない子どもたちや
コミュニティに移動映画館で映画体験を届ける

VISION ビジョン実現に向け私たちは何をするのか

MISSION 私たちは何を大切にして、どう行動するのか

VALUES

途上国の農村地域に暮らす子どもたちに将来の夢を聞くと、

「先生」や「医者」がほとんどで、将来の夢の選択肢が少ない、

あるいは出てこないことに気付かされました。

―知らない夢は、思い描くことができません。

映画は生きていく上で絶対に必要なものではありませんが、

心への栄養や、ときに生きる目的を与えてくれるものです。

なぜ映画なのか？
ラボットさんというカンボジア人の青年
は、６歳のときにある映画を観たそう
です。その映画のなかには、貧しくて
も勉学に励み、やがて成功する主人
公の姿がありました。

彼は一生懸命勉強して、現在日本が
運営するNPOで活躍しています。私
たちは、映画を観た子どもたちに、こ
の青年のように夢の種が宿ることを
願っています。

自分もこの映画の
主人公のようになりたい

私たちのプロジェクトは、経
済的に余裕のある方に、子ど
もたちへの映画のチケットを
プレゼントしていただくことで
成り立っています。

本来映画ビジネスは、鑑賞者
が鑑賞料を支払うことで成り立
ちますが、途上国の子どもたち
には、まだまだ映画鑑賞にお
金を支払える余裕がありません。

感想

映画上映

チケット代

報告



事業のご紹介 

「生まれ育った環境に関係なく、子どもたちが夢を持ち、人生を切り拓ける世界をつくる」という理念のもと、途上国の子ど
もたちに移動映画館で映画体験を届けています。

これまではカンボジアを主な活動拠点としていましたが、2017年度にたくさんの方々にご協力いただき制作した権利フリー・
言語フリーのクレイアニメ作品『映画の妖精 フィルとムー』の完成により、上映権利や言語の課題を乗り越え、カンボジア以
外の国の子どもたちにも映画を届けられるようになりました。今では、現地で活動されている団体・個人さまにご協力いただき、
バングラデシュ、ネパール、マダガスカルなどに移動映画館を広めることができ、約7万人の子どもたちに映画体験を届けて
います。今後も映画を観られる環境にない世界中の子どもたちに映画体験を届けるべく、移動映画館をさらに大きく広げてま
いります。

旅行会社と協同し、日本からカンボジアへ映画配達を体
験しに行くスタディツアーの企画・運営を行っています。

実際の映画配達の体験を通して、WTPがカンボジアで行
う移動映画館の意義や現地の子どもたちの様子をお伝え
できればという思いから、2016年にスタートし、これまで
計6回開催してきました。アンコールワットなどの観光地訪
問や映画配達体験はもちろん、渡航前の事前勉強会や現
地での振り返りも充実させ、より学びの多いものになるよう
回を追うごとに工夫を重ねています。これまでに高校生か
ら社会人まで、幅広い方々にご参加いただいています。

2016年より関西地域、2017年より北陸地域にて、社会
人ボランティア・プロボノとして数名がチームとなり、WTP

の活動を広めるための映画関連イベントや活動報告会の
開催を中心に活動を行っています。

様々な職種や業種のメンバーが所属しており、それぞれの
強みや興味・関心を生かし、WTPの活動をより大きく広
げるため活動しています。

国内支部
2017年5月から、大学生、高校生で構成されるWTP 

Youthが始動しました。

学生ならではのアイデアや若いエネルギーをもとに、イベン
ト開催、国際協力関連フェスへのブース出展、SNSでの
情報発信などを行い、WTPの活動を国内に広めています。
WTP Youth独自のVision、Mission、行動指針を掲げ、
学生主体で考え、行動し、様々な企画を形にしています。

World Theater Project Youth（WTP Youth）

フィルとムーは、世界中の子どもたちのために移動映画館を行うWTPのマスコットキャラクターであり、理念の象徴として
2016年に誕生しました。

『映画の妖精 フィルとムー』で映画デビューを果たしたことを皮切りに、ギフトアイテムに生まれ変わったり、インスタグラムや
ツイッターに登場したりと、様々な形でみなさまのもとに旅立っていくようになりました。フィルとムー、二人の「世界中の子ど
もたちに映画を届ける」という夢が叶う日が来ますように、たくさんの方々に応援していただけますと嬉しいです。

「先進国の人がイベントを楽しんだら、途上国の子どもた
ちに映画が届く」、そんな仕組みを作ることを目指していま
す。

国内で「Filmeet（フィルミート）」や「丸の内映画ナイト」
と称した映画関連イベントや、私たちの活動をお伝えする
活動報告会、企業・学校さまとコラボレーションさせてい
ただくイベントなどを開催しています。映画好きの方、カン
ボジア好きの方、途上国支援に興味をお持ちの方、活動
に共感いただいた方など、たくさんの方々にご参加いただ
いています。イベントでの収益はすべて、子どもたちに映画
を届けるための活動資金とさせていただいています。

2018.02018.044-2019.03-2019.03World Theater ProjectWorld Theater Project



ど
こ
の
国
で
も
届
け
ら
れ
る

一
本
の
映
画
が
世
界
へ

　
斎
藤
工
さ
ん
と
板
谷
由
夏
さ
ん
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
務
め
る
W
O
W
O
W
『
映
画
工
房
』
の
放
送

3
0
0
回
記
念
企
画
と
し
て
制
作
の
応
援
を
い
た
だ

い
た
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ
る
ク
レ
イ

ア
ニ
メ
映
画
『
映
画
の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』。
理
念

に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た
秦
俊
子
監
督
率
い
る
素
晴

ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

本
作
品
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
ま
っ
た

多
く
の
方
々
の
力
と
想
い
に
よ
っ
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
途
上
国
で
の
移
動
映
画
館
を
広
げ
た
い
と
思
っ
た

と
き
、
映
画
の
権
利
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
映

画
産
業
を
守
る
た
め
に
制
作
側
の
権
利
は
絶
対
に
必

要
な
も
の
で
す
が
、
食
料
や
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
、
足

り
な
い
地
域
に
は
無
償
で
届
け
ら
れ
る
映
画
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
そ
ん
な
な
か
で
、
ど
こ
の
国
で
も
上
映
で
き
る
『
映

画
の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』
と
い
う
作
品
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
多
く
の
国
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

現
地
に
縁
が
あ
る
個
人
や
団
体
の
方
が
上
映
を
し
て

く
だ
さ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
や
ネ
パ
ー
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
な
ど
に
も
移
動
映

画
館
で
の
上
映
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　『
映
画
の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』
に
関
す
る
権
利
は

W
T
P
が
保
持
し
て
お
り
、
上
映
を
ご
検
討
く
だ
さ

る
方
に
は
無
償
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
体
験
を
届
け
る
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た
め
に
は
、
事
務
所
す

ら
持
た
な
い
小
さ
な
団
体
で
あ
る
私
た
ち
で
は
ま
だ
ま

だ
力
不
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
2
0
1
8

年
度
は
各
国
の
方
々
が
私
た
ち
の
活
動
に
共
感
し
て

移
動
映
画
館
を
展
開
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
一
歩

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
歩
み
を
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
世
界
中
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
映
画
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
、
映
画
に
よ
り
生
き
る
希
望
を
持
て
る
、

様
々
な
夢
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
未

来
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

世
界
各
地
へ
の
広
が
り

Movie Delivery
移動映画館事業



　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

州
と
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
を
拠
点
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
は
、

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
観

光
地
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
年
間

5
0
0
万
人
ほ
ど
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
都
市
で
す
。
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
第
3
位
の
人
口
で

お
米
が
お
い
し
い
こ
と
で
有
名
で
す
。

　
現
地
で
は
週
2
〜
3
回
上
映
を
実
施

し
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
映
画
配

達
人
た
ち
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
学
校

や
村
で
移
動
映
画
館
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
2
0
1
8
年
度
は
合
計
1 

万
5
8
2
9

人
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
州
の
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
郡
か
ら
は
、

活
動
の
認
可
証
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
よ
り
一
層
現

地
で
の
上
映
し
た
い
学
校
と
の
交
渉
活

動
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
実
績
を
も
と
に
し
て
、
他

の
郡
や
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
、
バ
ッ
タ

ン
バ
ン
州
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
の
認

可
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
を
進
め
て

い
く
想
定
で
す
。

Cambodia
カンボジア

の子どもたちに映画が届きました

15,829人

映画配達人

カンボジアでの移動映画館

サムナン
現地のマネージャーとして映画配達人
の管理や、現地ツアーのアテンドなど
の日本との調整をしています。日本語
が堪能で仕事が正確なので心強いです。

ナット
シェムリアップ州の上映チームのリーダーとして、学
校との交渉や上映会の運営をしています。以前は
学校の先生だったため、子どもたちをまとめたり、
ワークショップを進めるのが上手です。

サロン
バッタンバン州の上映リーダーとして、学校との交渉や上映会
の運営をしています。普段はトゥクトゥクドライバーとして仕事
をしており、観光客のお客さんに上映体験ツアーを提案するなど、
営業が上手です。

Battambang
バッタンバン

Siem Reap
シェムリアップ

Cambodia
カンボジア

1.スケジュールの作成

シェムリアップ州とバッタンバン
州の映画配達人が、それぞれ
上映スケジュールを作成します。
学校の休みなどの関係で、季
節によって上映頻度は異なりま
すが、平均して週2 回のペー
スで上映を行っています。

2.学校へのアポイントメント

広場や寺院など、様々な場所
で上映していますが、一番多
い上映場所は学校です。授業
の関係もあるため、先生に直
接会いに行ってスケジュールの
調整をすることもあれば、電話
で決めることもあります。

7.ワークショップ

上映前後には、映画にまつわ
るワークショップを行います。
例えば、主人公 がフルート
奏者を目指す『ハルのふえ』
を観終わったあとには、フルー
トの演奏体験を行いました。

8.今日のふりかえり

ワークショップまで終えたあと、
子どもたちに今日の感想や学ん
だことを発表してもらいます。

3.上映地へ出発

映画配達人は、普段はトゥク
トゥク（三輪タクシー）の運
転手をしているため、 トゥク
トゥクで上映機材（スクリーン、
プロジェクター、発電機など）
を運びます。

4.上映の準備

スクリーンの組み立て、発電
機やプロジェ クターの設置、
教室の準備（窓を閉めて教室
を暗くするなど）を行います。

5.映画配達人の挨拶

上映前にWTPの活動や上映
中の注意点などを話します。

6.上映

いよいよ上映開始です。発電
機が止まるなどの上映トラブル
が起きることがあるので、映画
配達人は上映の間、教室のな
かで子どもたちの様子を見守り
ます。

2
0
1
8
年
度
の
活
動

と
上
映
実
績



上映作品

先生の声

ハルのふえ
株式会社トムス・エンタテインメント

アンパンマンシリーズを手掛けたやなせた
かし氏の絵本が原作となった、タヌキと人
間の親子の絆を描いた感動のアニメーショ
ン作品。人間の赤ちゃん・パルを拾ったタ
ヌキのハルは、人間の姿に化けながら、パ
ルを大切に育てていく。成長したパルは、
音楽家に笛の才能を認められ、ある決心
をする。

劇場版 ゆうとくんがいく
株式会社白組

サッカー選手・長友佑都選手をモデルにし
た主人公・ゆうとくんが、サッカーを通し
て成長していく姿を描いた短編アニメー
ション作品の劇場版。世界で活躍するゆう
とくんの前に、強大なライバルが出現。さ
らなる成長を目指し、“レジェンド”と呼ば
れる伝説のサッカー選手に出会う旅が始ま
る。

01 02

“HAL’ S FLUTE” © Takashi Yanase / TMS All Rights Reserved 権利元 株式会社白組

ニルスのふしぎな旅
株式会社学研ホールディングス

スウェーデンの児童文学が原作となったア
ニメーション作品の劇場版。数々のヒット
作を手掛ける押井守氏が演出を担当し、
主人公の冒険の様子がいきいきと描かれて
いる。主人公のニルスはある日、妖精を
怒らせ、身体を小さくされてしまう。ニルスは、
動物たちと空飛ぶ冒険を始め、友情を深
めていく。

パンダコパンダ／パンダコパンダ 雨ふりサーカス
株式会社トムス・エンタテインメント

スタジオジブリの大傑作『となりのトトロ』
の原型と評された、宮崎駿脚本・高畑勲
監督のアニメーション作品。竹林のなかの
祖母の家で、一人、留守番をする元気いっ
ぱいの少女、ミミ子。そこに突如現れた“パ
ンダ親子”とミミ子の愉快な共同生活が始
まる。この不思議なパンダはどこから来
たのか、そしてささやかな3人の暮らしは、
一体どうなるのだろうか。

0403

権利元 株式会社学研ホールディングス

“THE ADVENTURE OF PANDA  AND FRIENDS” © TMS All Rights Reserved 

　
2
0
1
8
年
度
は
前
年
度
と
同
様
、
日

本
人
駐
在
員
が
い
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
映

画
配
達
人
の
み
の
体
制
の
な
か
で
も
安
定
的

に
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
州
の
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
郡
か

ら
は
、
活
動
の
認
可
証
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
で
ア
ン
コ
ー

ル
ト
ム
郡
の
学
校
は
回
り
き
っ
た
た
め
、

2
0
1
9
年
度
で
は
別
の
郡
で
の
認
可
証

獲
得
の
た
め
に
動
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彼
ら
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
共
有
の

た
め
に
、新
た
に
で
き
た
拠
点
で
あ
る
ネ
パ
ー

ル
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
映
画
配
達
人
と
の

交
流
の
機
会
も
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『ハルのふえ』には、子ども
たちがちゃんと毎日学校に
来るようになる教育的な効
果もあると思います。また
上映しに来てほしいです。

チェットピエロット 校長先生
Taphouch小学校

『ハルのふえ』は、子ども
たちに勉強を頑張るきっか
けを与え、明るい将来の夢
を描かせてくれる作品だと
思います。

ヘンシー 先生
Meta Karona Kror Peu小学校

この活動によって、子どもた
ちはもっといろいろなことを
勉強できるようになると思い
ます。それは学校にとっても
嬉しいことです。

トンポウ 先生
Taphouch小学校

シアター・プノンペン
Hanuman Films

ソト・クォーリーカー監督作品。第27回東
京国際映画祭「アジアの未来」部門で国
際交流基金アジアセンター特別賞を受賞。
主人公・ソボンは、かつて祖母が出演して
いたという伝説の映画を観るため、隠され
た歴史を探る。そこには、ポル・ポト政権
下にあったカンボジアの激動の時代と、祖
母の秘密の青春があった。カンボジアと映画、
二つの特別な過去が明らかにされる。

廃墟でひとりぼっちで暮らしているフィル。
その表情はどこか寂しげである。そんなフィ
ルの前に突然映写機が現れ、カタカタと鳴
るフィルムロールの音とともに古いフィルム映
像が映し出される。突如現れたムーによっ
てスクリーンのなかに誘われるフィル。フィ
ルとムーの旅が始まる。世界の子どもたち
のためにつくられた短編クレイアニメーショ
ン。

映画の妖精 フィルとムー
NPO法人 World Theater Project0605

権利元 Hanuman Films 権利元 NPO法人 World Theater Project

2
0
1
8
年
度
の
ふ
り
か
え
り

2
0
1
9
年
度
の
目
標

　
映
画
配
達
人
サ
ロ
ン
が
運
営
を
行
な
っ
て

い
る
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
で
は
、
現
地
の
警
察

官
と
協
業
し
、
映
画
上
映
に
合
わ
せ
て
警

察
官
に
よ
る
危
険
薬
物
防
止
の
講
話
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
短
編
の

映
画
を
楽
し
ん
だ
あ
と
に
講
話
を
聴
き
、

そ
の
後
2
本
目
の
映
画
を
鑑
賞
す
る
と
い
う

形
で
上
映
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
薬
物
の
危
険
性
を
し
っ
か

り
と
理
解
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
映

画
配
達
人
サ
ロ
ン
自
ら
警
察
官
に
営
業
を

行
い
始
ま
っ
た
協
業
で
す
が
、
映
画
が
持
つ

「
人
を
集
め
る
」
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
が
今
後
の
人
生
を
生
き
て
い
く

上
で
大
切
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
映
画
配
達
人
の
み
に
よ

る
運
営
体
制
に
な
っ
て
か
ら
2
年
ほ
ど
経
ち

ま
す
が
、
映
画
配
達
人
自
ら
が
こ
の
活
動

に
誇
り
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
り

良
い
上
映
会
に
な
る
の
か
を
考
え
、
行
動
し

て
く
れ
て
い
る
姿
に
尊
敬
の
念
と
感
謝
の
気

持
ち
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
団
体

を
創
設
し
た
当
初
は
、
日
本
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
長
期
休
暇
の
際
に
渡
航
し
、
限
ら
れ
た

期
間
の
な
か
で
年
に
数
回
上
映
会
を
行
う

こ
と
が
や
っ
と
で
し
た
。
そ
れ
が
彼
ら
の
お

か
げ
で
月
に
16
回
に
も
及
ぶ
上
映
会
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
彼
ら
の
大
き
な
力
を
借

り
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
映
画
配
達
事

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

警
察
官
に
よ
る
危
険
薬
物
防
止
の

講
話
を
セ
ッ
ト
に
し
た
上
映
会



　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
国
土
の
小
さ
な
国

で
す
が
、
人
の
数
、
そ
し
て
子
ど
も
の

数
が
と
て
も
多
い
国
で
す
。学
校
に
行
っ

て
い
な
い
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
や
児

童
労
働
を
す
る
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
…
。

映
画
配
達
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
現
地
の

仲
間
も
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

地
域
で
映
画
を
届
け
る
こ
と
は
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
2
0
1
9
年

度
は
も
っ
と
め
ぐ
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
新
た
に
も
う
一
作
品

の
吹
き
替
え
に
も
挑
戦
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
国
は
外
務
省
渡

航
情
報
で
「
危
険
度
2
」
と
さ
れ
て
い

る
た
め
（
2
0
1
9
年
6
月
時
点
）、

大
き
な
旅
行
会
社
は
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
組
み
づ
ら
い
状
況
で
す
が
、
い
つ
か

W
T
P
の
ツ
ア
ー
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、活
動
を
も
っ

と
賑
や
か
に
展
開
で
き
る
日
を
夢
見
て

い
ま
す
。

Bangladesh
バングラデシュ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
はC

h
o

to
B

ela w
o

rks

の
原
田
夏
美
さ
ん
と
提
携
し
、
移
動
映
画

館
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

原
田
さ
ん
は
、
特
定
言
語
の
な
い
『
映
画

の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』
な
ど
の
上
映
に

限
ら
ず
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
言
語
で
の
吹

き
替
え
版
の
制
作
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
原
田
さ
ん
に
2
0
1
8
年
度
の
活
動
を

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
1
月
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か

ら
一
時
帰
国
中
に
、
共
通
の
知
り
合
い
が

W
T
P
代
表
の
さ
お
り
さ
ん
と
私
を
引
き

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
心
の

片
隅
で
「
い
つ
か
移
動
映
画
館
を
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
…
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
支
部
と
な
り
一
緒
に
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
す
ぐ
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
に
住
み
、
少
数
民
族
の
人
々
と
つ

な
が
っ
て
き
た
私
は
、
活
動
す
る
に
あ
た
っ

て
一
つ
の
大
き
な
課
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る

「
言
語
」
の
問
題
で
す
。
こ
の
国
に
は
45
の

少
数
民
族
が
い
て
、
各
々
の
言
語
・
文
化
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
は

公
教
育
に
入
る
と
公
用
語
で
あ
る
ベ
ン
ガ
ル

語
で
試
験
や
進
学
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

生
活
の
な
か
で
も
苦
戦
す
る
こ
と
が
起
き
ま

す
。
そ
う
し
て
少
数
民
族
で
あ
る
こ
と
へ
の

誇
り
よ
り
も
、
否
定
や
差
別
を
感
じ
て
生

き
る
様
子
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
開
始
当
初
に
上
映
し
た
『
映
画
の

妖
精  

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』
やD

igiC
on6 A

SIA

か
ら
い
た
だ
い
た
作
品
に
は
言
葉
が
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
母
語
が
何
で
あ
っ
て
も
彼
ら

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
自

分
の
母
語
で
映
画
を
観
ら
れ
る
喜
び
を
子

ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
。
映
画
を
通
じ
て
、

少
数
民
族
の
子
ど
も
た
ち
の
言
語
の
橋
渡

し
を
し
た
い
。
そ
う
考
え
た
結
果
、
W
T
P

と
作
品
の
権
利
元
に
あ
る
お
願
い
を
す
る
こ

と
に
…
。
そ
れ
は
、『
ハ
ル
の
ふ
え
』
と
い
う

作
品
を
、
公
用
語
で
あ
る「
ベ
ン
ガ
ル
語
」と
、

少
数
民
族
の
言
語
の
一つ
で
あ
る
「
チ
ャ
ク

マ
語
」
に
吹
き
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
し
た
。

　

悪
戦
苦
闘
の
す
え
完
成
し
た
二
つ
の
言
語

の
吹
き
替
え
版
を
持
っ
て
、
9
月
に
は
ラ
ン

ガ
マ
テ
ィ
県
と
バ
ン
ド
ル
ボ
ン
県
の
2
村
8

校
を
回
り
、
1
週
間
で
計
12
回
の
移
動
映

画
館
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
11
月
に

は
、
2
0
1
7
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
大
流
動
し
た
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
上
映
も
実
施
し
て
い
ま
す

（
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
語
の
吹
き
替
え
版
も
現
在
制

作
中
）。
2
0
1
9
年
1
月
に
は
、
チ
ャ
ク

マ
族
の
学
生
が
現
地
人
の
映
画
配
達
人
１

号
と
な
っ
て
く
れ
、
活
動
の
広
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
着
手
し
た
の
は
「
チ
ャ
ク
マ

語
」
の
吹
き
替
え
で
す
。
プ
ロ
の
声
優

は
お
ら
ず
、
役
者
は
吹
き
替
え
素
人
の

友
人
た
ち
。
場
所
は
私
の
家
で
、
普
段

使
い
の
小
さ
な
マ
イ
ク
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
熱
帯
の
国
で
す
が
、
外
の
騒
音
を

遮
断
す
る
た
め
に
録
音
中
は
窓
を
閉
め

き
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
1
日
5
回
流

れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
お
祈
り
「
ア
ザ
ー

ン
」
の
放
送
中
は
、
と
て
も
録
音
作
業

は
で
き
ま
せ
ん
。
少
数
民
族
の
仲
間
た

ち
は
仏
教
徒
な
の
で
、
し
ば
し
の
休
憩

時
間
に
。

　
2
週
間
ほ
ど
か
け
て
よ
う
や
く
チ
ャ

ク
マ
語
の
吹
き
替
え
が
終
わ
り
、
す
ぐ

に
ベ
ン
ガ
ル
語
に
着
手
！
…
と
い
き
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
度
は
イ
ス
ラ
ム
教

の
行
事
で
あ
る
「
犠
牲
祭
」
が
や
っ
て

き
て
し
ま
い
、（
気
に
な
る
方
は
調
べ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
が
）
精
神

的
に
も
活
動
が
し
づ
ら
い
状
況
に
…
。

し
か
し
、
日
本
ア
ニ
メ
が
大
好
き

（
3
0
0
本
は
観
た
ら
し
い
）
と
い
う
友

人
た
ち
に
大
い
に
救
わ
れ
て
、
最
後
に

は
ベ
ン
ガ
ル
語
版
も
と
て
も
良
く
仕
上

が
り
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
言
語
の
作
業
で
も
、
あ
る

難
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
日

本
語
の
セ
リ
フ
は
長
い
の
に
、
現
地
語

に
す
る
と
短
い
」
と
い
う
問
題
で
す
。

現
地
語
で
あ
っ
さ
り
と
喋
り
終
え
て
し

ま
っ
た
あ
と
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
口
の

動
き
だ
け
パ
ク
パ
ク
残
っ
て
し
ま
う
状
況

に
何
度
も
遭
遇
。「
ま
だ
何
か
喋
っ
て

る
！
」な
ん
て
突
っ
込
み
を
入
れ
な
が
ら
、

セ
リ
フ
を
伸
ば
す
工
夫
を
凝
ら
し
た
の

も
す
て
き
な
思
い
出
で
す
。

　
と
に
か
く
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

最
終
的
に
は
み
ん
な
が
「
こ
の
国
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
し
て
自
身
に

と
っ
て
も
良
い
機
会
だ
っ
た
」
と
言
っ
て

く
れ
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

吹
き
替
え
版
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
！

日藝映画学科卒業後、ドキュメンタリー制作会社の勤務を経て、学生時代に映像制作のテーマにした
バングラデシュに2014年より暮らし始める。少数民族と深く関わり、写真・映像制作を行ってきた。
主な活動地はチッタゴン丘陵地帯や国境沿いの地域。現在はロヒンギャ難民キャンプにも活動を広げ、
「ChotoBela works」という現地団体を立ち上げ、バングラデシュの子どもたちの「子ども時代（チョ
トベラ）」を豊かに彩ることを目標に、移動映画館、アートクラス、スポーツデイなどを開く。また、ク
ミ族とムロ族の子どもたちが寄宿するキニティウという学校をバンドルボン県でサポートしている。

映画配達人　原田夏美（はらだ・なつみ）さん

2018年4月、バングラデシュでの上映活動がスタートしました

2
0
1
8
度
の
ふ
り
か
え
り

2
0
1
9
年
度
の
目
標

難民キャンプにはテレビもないし、避
難してくる前も映画を観たことがなかっ
たから、今日は運動会も楽しかったけど、
一番楽しかったのは映画だった！！

ロヒンギャ難民キャンプの子どもたちの声
学校で、しかも自分たちの言葉
（少数民族語）で映画を観られる
なんて思わなくてビックリした！

チッタゴン丘陵地帯の子どもたちの声



　
私
は
ネ
パ
ー
ル
で
15
年
間
、
妻
と
一
緒
に
、

子
ど
も
た
ち
を
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
麻
薬
の

危
険
か
ら
守
る
た
め
の
教
育
普
及
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
家
庭
環

境
に
問
題
が
あ
る
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立

場
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
道
徳

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な

か
、
W
T
P
の
移
動
映
画
館
の
活
動
を
知

り
ま
し
た
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
力
で
子
ど
も
た

ち
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
夢
を
持
つ
力
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
こ
の
活
動
を
、
ぜ
ひ
ネ
パ
ー
ル

で
も
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

W
T
P
も
我
々
も
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

良
い
未
来
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
と
い
う

点
で
、
志
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
決
め

手
と
な
り
ま
し
た
。

Nepal

　『
映
画
の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』
は
心
地

よ
い
、
落
ち
着
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
の
音

楽
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
と
て
も
穏
や
か
な
表
情
で
ス
ク
リ
ー
ン
を

見
つ
め
ま
す
。
で
す
が
、
フ
ィ
ル
が
映
画
の

世
界
に
飛
び
込
み
ム
ー
と
の
冒
険
が
始
ま
る

と
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
様
々
な
シ
ー
ン

に
釘
付
け
で
す
。

　D
igiC

on6 A
SIA

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い

た
『T

he adventure of E
gg, L

im
e and 

C
hilly

』
で
は
、
ラ
イ
ム
や
タ
マ
ゴ
た
ち
は

無
事
キ
ッ
チ
ン
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら

れ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
コ
ミ
カ
ル
な
ア

ク
シ
ョ
ン
に
は
大
笑
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の

ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
は
友
人
と
助
け
合
っ
て
困

難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　『
ゆ
め
み
る
シ
ロ
』
で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
絵

の
具
た
ち
が
混
じ
り
合
う
こ
と
で
起
こ
る
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
に
、
子
ど
も
た
ち
は
み

ん
な
魅
了
さ
れ
ま
す
。

　
映
画
を
観
た
あ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
考
え
た
こ
と
や
お
気
に
入
り
の
場
面
、
将

来
の
夢
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
映
画
を

楽
し
ん
だ
あ
と
の
子
ど
も
た
ち
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
て
、
み
ん
な
活
発
に
意
見
を
出
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
夢
を
育
む
た
め
の
学
び
に
つ
な
が
る

だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が
日
常
生
活
で
受
け
て

い
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
今
、
月
に
1
〜
2
回
の
ペ
ー
ス

で
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
近
郊
の
孤
児
院
や
移
民

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
学
校
で
上
映
を
行
っ
て
い
ま

す
。
孤
児
た
ち
は
、
経
済
的
条
件
か
ら
映

画
な
ど
の
娯
楽
に
触
れ
る
機
会
に
な
か
な
か

恵
ま
れ
ず
、
移
民
の
子
ど
も
た
ち
の
両
親

は
み
な
同
じ
よ
う
な
決
ま
っ
た
職
業
に
就
い

て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
将
来
の
選
択
肢

は
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
遠
く
離
れ
た
地
域
に
い

る
子
ど
も
た
ち
に
も
映
画
を
届
け
て
い
き
た

い
と
考
え
、
そ
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
私
は
W
T
P
の
活
動
を
、
ネ
パ
ー
ル

の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
継
続
し
て
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
映
画
は
、
子

ど
も
た
ち
に
近
代
的
な
社
会
を
見
せ
、
彼

ら
の
想
像
力
を
育
み
、
我
々
が
教
え
よ
う

と
し
て
い
る
人
生
に
お
い
て
大
切
な
「
夢
を

持
ち
努
力
す
る
」
こ
と
を
伝
え
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
す
の
に
、
非
常
に
優
れ
た
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
活
動
を
始
め
た
い
と
考
え
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

ネパール

2018年4月、ネパールでの上映活動がスタートしました

上
映
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

は
い
か
が
で
す
か
？

ネ
パ
ー
ル
で
の
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
、意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

映画配達人の名前はビノッドさん。現地にお住まいのネパール人です。
ここでは、ネパールでの上映の際の子どもたちの様子やこの活動に対する

想いについてのビノッドさんへのインタビューをご紹介します。

DigiCon6 ASIAとコラボ！
アジアの13の国・地域が参加し、2018年度に20回目を迎えた短編映像コンテス
ト「DigiCon6 ASIA」を主催するTBSさまより、優秀作品を無償で貸与いただきま
した。アジアの優れた若手クリエイターを応援することを目的として発足した
DigiCon6 ASIA。アジアの若手クリエイターのみなさまが応募するコンテストですが、
自らの作品が同じアジアの子どもたちに楽しみを提供し役立つとあって、このコラボ
にはクリエイターさまたちからも快諾いただきました。言語がなく吹き替え不要な6

作品をご提供いただき、カンボジア、ネパール、ドミニカ共和国、ガーナ、バング
ラデシュの子どもたちに楽しんで観ていただくことができました。



Dominica

Madagascar

ドミニカ共和国

マダガスカル

上映実績：3回
上映場所：Marosakoa小学校
　　　　　Ampazony小学校
　　　　　Victoire Rasoamanarivo小学校
参加人数： 合計293人

上映実績：2018年7月20日　キャンプで上映会
上映場所：ドミニカ共和国東部グアイマテという小さな町の近くにあるバテイ
上映作品：『映画の妖精 フィルとムー』、DigiCon6 ASIAより提供いただいた6作品

カリブ海に浮かぶドミニカ共和国。毎年海沿いを中心に観光客で賑わうリゾート地として有名です。一方、各
都市から郊外へ向かうと、貧困世帯が住む村々があり、経済格差が顕著に現れている現実があります。特に
広大なサトウキビのプランテーションに点在する集落はバテイと総称され、その状況はなかでも最も深刻とされ
ています。植民地時代、ドミニカ共和国にサトウキビのプランテーションがもたらされました。1930 年代以降、
ドミニカ政府は、このサトウキビを使って砂糖産業に注力しようと考え、隣国ハイチから低賃金での出稼ぎ労働
者の受け入れを事業として開始。その後、プランテーション内に強制的もしくは自発的に定住した、主にハイチ
人の集落がバテイです。グアイマテなどの東部地域の他に、北部や南西部にもバテイはあり、ドミニカ人が暮
らしている地域もあります。このバテイで働く人々の賃金は低く、ドミニカ共和国の貧困世帯のなかでも最も深
刻とされており、環境は劣悪です。ハイチ人に対する人種差別も残っており、難しい社会問題になっています。

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
、
元
青
年
海
外
協
力

隊
の
郡
山
文
さ
ん
が
現
地
の
若
者
た
ち
と

立
ち
上
げ
たZ

O
VA

 an
 K

ID
S

さ
ま
と
提

携
し
、
移
動
映
画
館
を
展
開
い
た
だ
い
て

ま
す
。
郡
山
さ
ん
ご
自
身
が
綴
る
立
ち
上

げ
当
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
今
後
へ
の
想
い
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
私
に
で
き
る
こ
と
は
『
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
人

自
身
が
現
地
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
』
お

手
伝
い
だ
」

　
任
期
の
な
か
で
そ
ん
な
思
い
が
強
ま
り
、

現
地
の
若
者
た
ち
とZ

O
V

A
 an K

ID
S

を
創

設
し
ま
し
た
。
最
初
は
人
集
め
に
苦
労
し
、

思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し

ず
つ
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
対
話
を
重
ね
、

移
動
映
画
館
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
た
ど
り
着

き
、
簡
単
な
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
語
へ
の
吹
き
替

え
作
業
を
経
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
そ
の
舞
台
裏
に
は
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

い
ま
し
た
。
現
在
は
俳
優
の
斎
藤
工
さ
ん
か

ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
充
電
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
上
映
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
初
は

電
気
の
な
い
村
で
の
活
動
に
は
発
電
機
が
不

可
欠
。
街
で
レ
ン
タ
ル
す
る
費
用
は
団
体
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
を
救
っ
て
く

れ
た
の
が
、と
あ
る
村
で
唯
一
発
電
機
を
持
っ

て
い
た
、
小
さ
な
学
校
の
生
徒
の
お
父
さ
ん

で
し
た
。
な
け
な
し
の
謝
金
と
最
低
限
の
ガ

ソ
リ
ン
代
だ
け
で
も
、
そ
の
お
父
さ
ん
は
力

に
な
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
村
の
奥
地
に
住
む
お
父
さ
ん
は
い
つ
も
、

手
作
り
の
木
製
台
車
に
発
電
機
を
乗
せ
て
、

裸
足
で
待
ち
合
わ
せ
場
所
ま
で
来
て
く
れ
ま

す
。
雨
季
に
は
土
の
道
が
ぬ
か
る
み
行
く
手

を
阻
み
ま
す
。
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い

お
父
さ
ん
と
は
緊
急
の
や
り
と
り
は
で
き
ず
、

約
束
の
時
間
に
な
っ
て
も
現
れ
な
い
こ
と
に

や
き
も
き
す
る
こ
と
も
。
け
れ
ど
、
遅
刻

は
あ
っ
て
も
必
ず
発
電
機
を
持
っ
て
現
れ
、

私
た
ち
の
活
動
を
実
現
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
な
か
で
「
次
の
上
映
会
は
い
つ

だ
？
」
と
聞
い
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
の
優
し

い
笑
顔
。
こ
の
よ
う
な
優
し
さ
の
上
に
移
動

映
画
館
は
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　
数
え
き
れ
な
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
運
営
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
団
体
で
す
が
、
W
T
P
さ

ま
と
正
式
に
提
携
す
る
こ
と
と
な
り
、
私

の
帰
国
後
も
継
続
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
、
国
の

発
展
の
た
め
に
自
ら
が
今
で
き
る
こ
と
は
何

か
、
日
々
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
活
動
を
繰

り
広
げ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
若
者
た
ち
で
す
。

そ
ん
な
彼
ら
を
、
日
本
に
帰
国
後
も
少
し

ば
か
り
で
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
、
今

の
私
の
何
よ
り
の
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

彼
ら
と
一
緒
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
2
0
1
8
年
7
月
、
グ
ア
イ
マ

テ
の
近
く
に
あ
る
バ
テ
イ
（
貧
困
集

落
）
で
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
キ
ャ

ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
テ
イ
出

身
の
若
者
が
立
ち
上
げ
た180 

grados

と
い
う
団
体
が
毎
年
行
っ
て

い
る
催
し
で
す
。
7
月
20
日
、
こ

の
キ
ャ
ン
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

映
画
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
バ
テ
イ
に
は
電
気
が
通
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、180 grados

の
協
力
の
お

か
げ
で
発
電
機
が
使
え
、
夜
、
星

が
見
え
る
な
か
で
7
作
品
を
上
映
。

普
段
は
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
回
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
目
を
ま
っ
す

ぐ
ス
ク
リ
ー
ン
に
向
け
て
い
る
様
子

が
印
象
的
で
し
た
。

　
上
映
作
品
の
な
か
に
、『
ゆ
め
み

る
シ
ロ
』
と
い
う
絵
の
具
を
主
人

公
に
し
た
内
容
の
も
の
が
あ
っ
た
の

で
、
次
の
日
、
子
ど
も
た
ち
と
小

麦
粘
土
で
色
を
混
ぜ
て
遊
び
ま
し

た
。
何
色
と
何
色
を
混
ぜ
た
ら
ど

ん
な
色
が
で
き
る
の
か
、
子
ど
も

た
ち
は
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま

し
た
。
自
分
で
色
を
混
ぜ
て
み
た
り
、

全
部
の
色
を
重
ね
て
マ
ー
ブ
ル
色
を

出
し
て
み
た
り
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
を
作
っ
て
い
る
と
き
の
子
ど
も
た

ち
の
目
は
、
と
て
も
真
剣
で
キ
ラ

キ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。

ZOVAの一員でいることは、「変化を起こすために自分には何ができるか」に
挑戦することです。待つのではなく、その機会を生み出し協力することの大
切さを教わりました。太陽が私たちに生きる力を与えるように、私たちも周り
の人々に明かりを届けることができるのです。私にとって移動映画館の取り
組みは、「私たちはみんな、人生の主人公である」と気付かせてくれるものです。

1990年生まれ。慶應義塾大学卒業後、
映像機器メーカーで働きながら、2015

年より広報担当としてWTPに参加。
2017年7月より青年海外協力隊のマー
ケティング職として、2年間ドミニカ共
和国で活動。主にバテイなどの地域活
性化を目指す団体に所属し、サトウキ
ビに焦点をあてたエコツアーのマーケ
ティングに携わる。

映画配達人　上林萌柚（かみばやし・もゆう）さん

ZOVA an KIDSメンバーのJacobさんからのメッセージ

バテイとは？

大学卒業後、約4年間勤務した日本企業を離れ、青年海外協力
隊として2016年1月から2年間、アフリカの島国マダガスカルに
赴任。公立の小・中学校にて主に保健体育教育の質向上を目指
し活動。任期中に現地の若者たちとZOVA an KIDSを立ち上げ、
移動映画館など、子どもたちの情操教育に関する活動を行う。マ
ダガスカルの方言で、ZOVAは太陽、ANKIZYは子どもを意味する。

映画配達人　郡山文（こおりやま・ふみ）さん



　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
は
、
観
光

を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
と
違
い
、

「
学
習
を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
」
で

す
。
近
年
、
多
く
の
旅
行
会
社
が

現
地
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
N
P
O
・
N
G
O
の
活
動
に

参
加
す
る
ツ
ア
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
向

け
の
工
場
視
察
が
で
き
る
ツ
ア
ー
、

学
術
的
な
テ
ー
マ
に
特
化
し
た
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
ツ
ア
ー
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
あ
る
ツ
ア
ー

の
な
か
で
も
、
途
上
国
で
映
画
を

届
け
る
ツ
ア
ー
は
他
に
類
が
な
く
、

W
T
P
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は
弊

団
体
な
ら
で
は
の
体
験
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
関
係
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、
人
生
を
切

り
拓
け
る
世
界
を
つ
く
る
」
で
す
。

物
資
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
生
ま
れ

育
っ
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
気

付
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
で
は
、
日
本
で
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
、
参
加
者
の
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
も
の
を
一つ
で
も
多
く

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

日本で生まれ育った私たちだからこそ、
気付けないことがたくさんある。
それを伝えられるツアーとなりますように。

Study Tour
スタディツアー事業



2
0
1
8
年
度
は
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
コ
ン

テ
ン
ツ
に
改
良
を
加
え
、
2
0
1
9
年
2
月

に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
大
変
ご
好
評
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
2
0
1
9
年
G
W
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
）
に
よ
り
良
い
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

た
め
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
2
0
1
9
年

度
も
す
で
に
ツ
ア
ー
の
参
加
募
集
が
開
始
さ

れ
て
お
り
（
一
部
実
施
済
み
）、
G
W
は
お

か
げ
さ
ま
で
満
員
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
夏
季
ツ
ア
ー
も
、
す
で
に
ご
予
約
や
お

問
い
合
わ
せ
を
多
数
い
た
だ
い
て
ま
す
。

（
2
0
1
9
年
4
月
現
在
）

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
観
光
、
村
の
暮
ら
し
体
験
、

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
映
画
上

映
体
験
な
ど
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ら
で
は

の
様
々
な
体
験
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度
よ
り
、
渡
航
前
の
事
前

勉
強
（
歴
史
・
社
会
・
経
済
）
に
重
き
を

置
い
て
改
善
に
取
り
組
み
、
参
加
者
の
方
々

に
事
前
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
W
T
P
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
上
映
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

も
、
上
映
作
品
の
内
容
に
関
連
さ
せ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
前
勉
強
の
内
容

も
生
か
し
た
テ
ー
マ
で
設
計
し
ま
し
た
。

・
音
楽
を
学
ぶ
意
味
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
？

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一つ
と

し
て
、
音
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。
実
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
ポ
ル
・

ポ
ト
政
権
時
代
の
大
虐
殺
の
影
響
で
、
子

ど
も
た
ち
の
数
に
対
し
て
教
師
の
数
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
学
校
は
午

前
と
午
後
の
二
部
制
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
出
席
と
な
る
た

め
、
受
け
ら
れ
る
授
業
数
が
少
な
く
、
音

楽
や
体
育
の
授
業
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

仮
に
時
間
を
取
れ
た
と
し
て
も
教
え
ら
れ
る

人
材
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
、
音
楽
の
映
画

を
観
せ
、
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

よ
う
。
そ
う
考
え
た
矢
先
、「
そ
も
そ
も
私

た
ち
は
な
ぜ
子
ど
も
の
こ
ろ
に
音
楽
を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
に

ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
が
作
成
し
て
い
る
小
学
校

の
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
と
、
音
楽
の
授

業
を
通
し
て
、「
豊
か
な
情
操
と
美
し
さ
を

追
求
す
る
姿
勢
を
育
む
」
こ
と
が
で
き
る

そ
う
で
す
。
情
操
と
は
、「（
道
徳
的
・
芸

術
的
・
宗
教
的
な
ど
）
社
会
的
価
値
を
も
っ

た
感
情
で
、
複
雑
な
も
の
」
と
デ
ジ
タ
ル
大

辞
泉
（
小
学
館
）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
音
楽
を
通
し
て
、
人
間
に
と
っ
て

価
値
あ
る
も
の
、
美
し
い
も
の
に
気
付
け
る

よ
う
に
な
り
、
美
し
さ
に
感
動
し
、
美
し

さ
を
求
め
る
心
を
育
む
の
が
音
楽
教
育
の

目
的
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
美
し
さ
を
追
求

す
る
姿
勢
は
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
姿
勢

に
な
り
う
る
だ
ろ
う
…
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、

音
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
決
め
ま

し
た
。

〈  

鹿
江
優
斗
さ
ん 

18
歳  

〉

・
参
加
動
機

　
他
人
と
の
接
し
方
が
分
か
ら
ず
、
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ど
の
理
由
で
高

校
を
中
退
し
て
か
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
バ
イ

ト
と
遊
ぶ
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
自
分
に
、
知
り
合
い
の
人
か
ら
「
面
白
い

活
動
が
あ
る
よ
、き
っ
と
良
い
経
験
に
な
る
」

と
勧
め
て
い
た
だ
い
た
の
が
こ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
を
知
る
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、

ち
ょ
う
ど
自
分
は
海
外
に
対
し
て
興
味
が
わ

き
始
め
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
を
決
め
ま
し
た
。

・
活
動
に
対
し
て
の
感
想

　
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
や
通
訳
の
方
々
、

学
校
の
先
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
映
画

や
音
楽
な
ど
こ
の
活
動
で
届
け
よ
う
と
し
た

も
の
を
無
事
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
で
明
る

い
笑
顔
や
笑
い
声
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
自
分
自
身
を
も
、
嬉
し
く
楽
し
い
気

分
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
上
映
し
た
3

本
の
映
画
が
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
に
大
う
け

で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
！
　
子
ど
も
た
ち

は
映
像
の
な
か
で
次
々
と
起
き
る
出
来
事
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
い
て
、
未
知
の
も
の
を

吸
収
す
る
柔
ら
か
い
頭
や
、
楽
し
い
と
感
じ

た
と
き
の
素
直
な
反
応
に
す
ご
く
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、自
分
は
も
っ

と
こ
の
活
動
を
続
け
て
み
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。

・
感
じ
た
こ
と
や
変
化

　
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
心
境
に
非
常
に
大
き
な
変
化

を
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
に

参
加
す
る
前
の
自
分
は
、
こ
の
先
何
が
し
た

い
の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
正
直
何
も
分

か
ら
な
い
、
そ
ん
な
人
間
で
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
、
こ
の
活
動
を

肌
で
感
じ
た
こ
と
で
、
何
か
見
え
た
気
が
し

ま
し
た
。

　
自
分
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
と
に
か
く
話
す

こ
と
が
好
き
で
、
他
人
の
た
め
に
何
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
部
活
で
も
率
先
し

て
サ
ポ
ー
ト
役
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
会
話

が
あ
り
、
か
つ
他
人
の
た
め
に
何
か
で
き
る

仕
事
は
な
い
か
…
将
来
に
つ
い
て
漠
然
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
強
い
決
心
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
、
将
来
の
こ
と
を
よ
り
具
体
的
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
気
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
最
終
日
で
、

ツ
ア
ー
を
共
に
し
た
メ
ン
バ
ー
と
も
お
別
れ
。

帰
国
後
に
、「
す
ご
く
良
い
体
験
が
で
き

た
！
」
な
ん
て
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
こ
の
先

ど
う
す
る
か
考
え
始
め
た
と
き
、「
W
T
P

さ
ん
の
活
動
に
本
格
的
に
関
わ
り
た
い
」

「
様
々
な
国
で
、
映
画
を
知
ら
な
い
子
ど
も

た
ち
に
映
画
を
届
け
た
い
」
と
感
じ
、
す
ぐ

に
メ
ン
バ
ー
の
方
に
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
は
ま
だW

T
P Y

outh

（W
orld T

heater 

Project

の
学
生
組
織
）
の
関
東
支
部
に
入
っ

た
ば
か
り
の
新
参
者
で
す
が
、
こ
の
先
日
本

で
で
き
る
活
動
に
全
力
で
挑
み
、
行
け
る
ツ

ア
ー
に
は
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
、
映
画
配
達

に
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
広
げ
る
希
望

あ
る
活
動
に
、
よ
り
深
く
関
わ
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
今
の
自
分
の
大
き
な
目
標
は
、
ま

ず
はW

T
P Y

outh

で
努
力
し
て
、
将
来
的

に
は
現
地
駐
在
で
活
動
す
る
こ
と
で
す
！
　

そ
の
た
め
に
も
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
！
楽
し
み
な
が
ら
！
経
験
を
積
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度
は
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
に
事
前
に
W
T
P
の
活
動
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
気
付
き
の
多
い
ツ
ア
ー
に
す
る
た
め
で

す
。
1
0
0
枚
を
超
え
る
事
前
勉
強
会
の

ス
ラ
イ
ド
の
一
枚
一
枚
を
、
講
師
役
の
メ
ン

バ
ー
自
身
の
渡
航
経
験
も
交
え
て
丁
寧
に
作

成
。
歴
史
・
経
済
的
な
背
景
か
ら
活
動
の

意
義
を
説
明
し
、
事
前
に
複
雑
な
歴
史
事

情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
現
地
で
よ

り
多
く
の
こ
と
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
準
備
に
は
長
い

期
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
は
ご
好
評
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
は
、
長
い
間
準
備
を
し

て
き
た
ツ
ア
ー
へ
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ
れ

ま
で
成
し
得
な
か
っ
た
年
3
回
の
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ツ
ア
ー
の
質

に
お
い
て
も
引
き
続
き
こ
だ
わ
っ
て
い
き
、

気
付
き
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
何
か
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
き
っ
か
け
や
、
今
ま
で
の
価
値
観

へ
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
ツ
ア
ー
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
の
内
容

音
楽
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

参
加
者
の
声

2
0
1
8
年
度
の
ふ
り
か
え
り

2
0
1
９
年
度
の
目
標



　
W
T
P
で
は
、「
先
進
国
の
人

が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
ら
、
途

上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
が
届

く
」
仕
組
み
を
目
指
し
、
国
内
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
届
け
る

た
め
の
活
動
資
金
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、映
画
の
上
映
会
や
、

映
画
フ
ァ
ン
の
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

は
じ
め
と
し
た
途
上
国
に
つ
い
て
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
、
私
た
ち
の
活
動

を
伝
え
る
報
告
会
な
ど
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
ま
す
。
今
後
も
定
期
的
に

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

先進国の人々から途上国の子どもたちに
映画が届くモデルを目指して

Event
イベント事業



2018年度 実績：イベント開催 9回（関東・関西・北陸 合計）

　
2
0
1
8
年
10
月
14
日
、季
節
は
秋
、

葉
が
色
づ
く
季
節
、
食
欲
の
秋
！
　

そ
ん
な
季
節
に
、
関
西
支
部
で
は
恒
例

の
映
画
メ
シ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
（
※
映

画
メ
シ
＝
映
画
に
登
場
す
る
ご
は
ん
）。

　
今
回
の
料
理
は
、
映
画
『
シ
ェ
フ 

三
ツ
星
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
始
め
ま
し

た
』
か
ら
「
キ
ュ
ー
バ
サ
ン
ド
」。
こ
の

映
画
は
、
有
名
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
く
主
人
公
が
、
オ
ー
ナ
ー
と
の
対

立
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
を
辞
め
、
自
分
が

本
当
に
作
り
た
い
料
理
を
作
る
た
め
、

移
動
販
売
車
事
業
を
始
め
る
物
語
。

今
回
用
意
し
た
の
は
、
W
T
P
オ
リ
ジ

ナ
ル
レ
シ
ピ
。
プ
ロ
の
料
理
人
の
方
に

考
案
し
て
い
た
だ
い
た
、
映
画
さ
な
が

ら
の
レ
シ
ピ
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
や
ハ
ー
ブ

の
匂
い
が
漂
う
特
製
ソ
ー
ス
に
何
日
も

漬
け
こ
ま
れ
た
豚
肉
。
特
製
ソ
ー
ス
を

煮
立
た
せ
、
味
を
調
え
、
キ
ュ
ー
バ
サ

ン
ド
用
の
ソ
ー
ス
に
。
豚
肉
、
チ
ー
ズ
、

ピ
ク
ル
ス
を
バ
ゲ
ッ
ト
に
挟
み
、
バ
タ
ー

を
た
っ
ぷ
り
塗
っ
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
香
ば

し
く
焼
く
…
そ
の
匂
い
で
参
加
者
同
士

楽
し
く
お
喋
り
し
な
が
ら
、
料
理
の
完

成
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
参

加
者
み
ん
な
で
一
緒
に
い
た
だ
き
ま

す
！
　
映
画
の
世
界
に
浸
り
な
が
ら
、

映
画
ト
ー
ク
に
花
を
咲
か
す
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

Filmeet（フィルミート）とは、Film + Meetを意味し、新しい映画や、映
画を通して人・場所・食・価値観に出会えるプラットフォームです。日本
国内で映画に関連するイベントを定期的に開催し、そこで生まれた利益を
映画配達事業にあてています。2015年度から活動を開始して、2019年度
で5年目を迎えます。「先進国の人たちが映画を観たら、途上国の子どもた
ちも映画を観ることができる」、そんな仕組みを目指しています。

　
2
0
1
8
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た

ク
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
石
川
0
円
キ
ッ

チ
ン
』。2
0
1
5
年
に
公
開
さ
れ
た
フ
ー

ド
ロ
ス
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
『
0
円
キ
ッ
チ
ン
』
を
再
現
。
石
川
県

で
発
生
す
る
規
格
外
野
菜
や
廃
棄
野
菜

を
利
用
し
、
参
加
者
が
そ
の
場
で
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
る
ア
ド
リ
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
。

　
こ
の
日
は
、ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ね
ぎ
、
ね
ぎ
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
数
種
類
の
規
格
外
野
菜
が

市
場
か
ら
届
き
ま
し
た
。
数
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
参
加
者
が
完
成
さ
せ
た
料
理
は
、

実
に
8
品
！
　
石
川
県
で
も
発
生
す
る

食
料
廃
棄
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
つ
つ
、

お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
、
そ
ん
な

特
別
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

映画のごはんを作って、食べよう！Vol.3 
キューバサンド from 映画『シェフ 三ツ星フードトラック始めました』

映画の力で世界を変える。映画で途上国を知ると、途上国の子どもたちに映画が届く仕組みを目指し、
ユナイテッドピープル株式会社さまとの提携を開始
「人と人をつないで世界の課題解決をする」ことをミッションに、社会課題解決のための事業を展開し、『ザ・トゥルー・コスト』や『コ
スタリカの奇跡』、『ソニータ』など社会課題を扱う映画を多く配給されているユナイテッドピープル株式会社さまと、2018年7月より
提携を開始しました。提携内容は『タシちゃんと僧侶』、『ハッピー・リトル・アイランド ―長寿で豊かなギリシャの島で―』『バレンタ
イン一揆』『ザ・デー・アフター・ピース』の4作品をお借りして上映会を実施するというもの。上映会にご参加いただいたみなさま
からの参加費による利益がWTPの活動費となり、途上国の子どもたちに映画が届くという仕組みです。2018年度は、東京と関西で
計6回の映画上映会を開催しました。

　
2
0
1
8
年
11
月
13
日
、
東
京
駅
か

ら
徒
歩
2
分
、
大
手
町
駅
直
結
の
丸
の

内
北
口
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
17
階
に
あ
る
、
光

技
術
の
メ
ー
カ
ー
・
ウ
シ
オ
電
機
株
式
会

社
さ
ま
の
オ
フ
ィ
ス
を
お
借
り
し
て
、

『
ハ
ッ
ピ
ー
・
リ
ト
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
―
長

寿
で
豊
か
な
ギ
リ
シ
ャ
の
島
で
―
』（
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
配
給
）
の
上
映
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
司
会
は
、
W
T
P
を
ギ
フ
ト
シ
ネ
マ
会

員
と
し
て
も
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

秦
野
優
子
さ
ん
。
参
加
者
の
み
な
さ
ま

に
お
配
り
し
た
映
画
に
ぴ
っ
た
り
な
ド
リ

ン
ク
は
、
東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
さ
ま
よ
り
ご
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
上
映
後
に
は
、
島
根
県
の
離
島
に
あ

る
海
士
町
に
親
子
島
留
学
を
さ
れ
て
い

る
英
治
出
版
株
式
会
社
社
長
の
原
田
英

治
さ
ま
を
お
招
き
し
、
映
画
の
テ
ー
マ
に

ち
な
ん
だ
島
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ウ
シ
オ
電
機
さ
ま
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
上

映
会
は
、そ
の
後「
丸
の
内
映
画
ナ
イ
ト
」

と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
隔
月
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
会
社
帰
り
の
社

会
人
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
い
て
ま
す
。
12
月
は
、『
メ

リ
エ
ス
の
素
晴
ら
し
き
映
画
魔
術
』（
エ

ス
パ
ー
ス
・
サ
ロ
ウ
／
新
日
本
映
画
社
配

給
）
を
上
映
し
、
ゲ
ス
ト
に
株
式
会
社

新
日
本
映
画
社
代
表
の
甲
斐
秀
幸
さ
ま

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
2

月
は
、『
バ
レ
ン
タ
イ
ン一
揆
』（
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
ピ
ー
プ
ル
配
給
）
を
上
映
し
、
映
画

の
な
か
で
登
場
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
同

じ
も
の
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
回
も
、
お
酒
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を

飲
み
な
が
ら
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
益
は
移
動
映
画
館
事
業
に
あ
て
る

た
め
、
映
画
の
夜
を
思
い
き
り
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
で
、
途
上
国
の
子
ど
も
た

ち
に
映
画
が
届
い
て
い
ま
す
。
W
T
P
の

活
動
へ
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
り
ま
し
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
心
よ
り
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。



　
2
0
1
8
年
8
月
18
日
、
渋
谷
区
代
々

木
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
さ

ま
の
社
内
イ
ベ
ン
ト
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
』

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
さ
ま
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
事
業
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
向
け
事
業
・

公
共
向
け
事
業
の
三
つ
の
事
業
を
長
き
に
わ

た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
会
社
で
す
。

　
そ
ん
な
ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
さ
ま
の
お
声

が
け
に
よ
り
、
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
働

い
て
い
る
職
場
に
子
ど
も
た
ち
を
呼
ぼ

う
！
」
と
社
員
の
み
な
さ
ま
が
自
発
的
に

企
画
さ
れ
た
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
』
イ
ベ
ン

ト
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン

ツ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
も
、
W
T
P
は
二
つ
の
企
画

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
映
画
上
映

　
『
映
画
の
妖
精 

フ
ィ
ル
と
ム
ー
』

　
＆
制
作
メ
イ
キ
ン
グ
映
像

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
マ
ジ
ッ
ク
ロ
ー
ル
を
作
ろ
う
」

　
講
師　
伊
藤
裕
美
さ
ん

　
（
ア
ニ
メ
ー
テ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
ら
ぼ
）

　
マ
ジ
ッ
ク
ロ
ー
ル
は
ア
ニ
メ
の
原
点
で
も

あ
る
も
の
で
、
2
枚
の
紙
に
異
な
る
絵
を
描

い
て
鉛
筆
な
ど
で
丸
め
て
擦
る
こ
と
で
、
小

さ
い
子
ど
も
た
ち
で
も
簡
易
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
愛
く
る
し
い
笑
顔
に
た
く

さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た

W
T
P
ス
タ
ッ
フ
も
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
笑
顔
に
触
れ
ら
れ
る
日
が
来
ま
す

よ
う
に
。

　
ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム
さ
ま
、
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

　
2
0
1
9
年
2
月
2
日
、
東
京
女
学
館

中
学
校
の
生
徒
さ
ま
6
名
に
、
社
会
貢
献

学
習
授
業
の
一
環
と
し
て
W
T
P
主
催
イ
ベ

ン
ト
「
途
上
国
×
映
画
　
〜
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
の
映
画
事
情
の
今
〜
」
へ
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
W
T
P
の
「
映
画
を
途
上
国
の
子
ど
も

た
ち
に
届
け
る
」と
い
う
活
動
に
つ
い
て
、「
ど

う
し
て
映
画
な
の
か
？
」
と
い
っ
た
率
直
な

疑
問
を
は
じ
め
と
し
、「
電
気
が
通
っ
て
い

な
い
地
域
で
の
上
映
方
法
は
？
」「
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
？
」
な
ど
の
質
問
に
お
答

え
し
ま
し
た
。

　
W
T
P
の
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

い
た
あ
と
に
は
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
準
備
の

お
手
伝
い
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

よ
り
深
く
W
T
P
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
後
日
、
実
際
に
社
会
貢
献
学

習
授
業
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
さ

ま
に
よ
る
W
T
P
に
つ
い
て
の
発
表
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
発
表
資
料
に
は
【
世
界
の
こ
ど
も
た
ち
に

笑
顔
（
え
い
が
）
を
！
】
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
一
文
。

・
ワ
ー
ル
ド
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

・
映
画
上
映
の
た
め
の
権
利

・
あ
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
貧
困
地
域

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
歩
き
方

・
映
画
で
世
界
を
つ
な
ぐ

・
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

な
ど
の
各
項
目
が
中
学
生
の
み
な
さ
ま
の
視

点
で
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
W
T
P
の
活
動
が
中
学
生
の
み
な
さ
ま

に
届
い
て
い
る
様
子
か
ら
、
幅
広
い
世
代
に

W
T
P
が
広
ま
る
こ
と
を
感
じ
、
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　
東
京
女
学
館
中
学
校
の
み
な
さ
ま
、
ま

た
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

東
京
女
学
館
中
学
校×

W
T
P

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

ジ
ャ
パ
ン
シ
ス
テ
ム×

W
T
P

WTPでは、業種・職種を問わない様々な分野で働く20名ほどの社会人メンバーが、プロボノ・ボラ
ンティアとして関東、関西、北陸にて活動しています。それぞれがWTPに参画した理由は様々ですが、
みなさまからいただいたあたたかいご支援を途上国の子どもたちに「移動映画館」として届けるため、
日々それぞれの得意分野を生かしながら活動しています。今回は、その裏側をご紹介するべく、活動
への参画理由や、仕事とWTPとのつながりなどについてメンバーに聞いてみました！

W
T
P
の
活
動
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
は
？

2
0
1
4
年
に
初
め
て
の
長

編
作
品
が
完
成
し
た
際
、
取
材

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
同

じ
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
W
T
P

（
当
時
はC

A
T

iC

：
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
映
画
館
を
つ
く
ろ
う
！)

の

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
が
、

こ
の
活
動
を
知
っ
た
最
初
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
後

何
か
の
と
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
る
の
を
知

り
、
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。W

T
P
で
の
活
動
と
仕
事
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

活
動
の
記
録
と
し
て
や
、
ご

支
援
者
の
み
な
さ
ま
へ
活
動
内

容
の
ご
報
告
を
す
る
た
め
の
映

像
制
作
と
い
う
と
こ
ろ
を
主
に

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
で
現
地
の
子
ど

も
た
ち
と
ご
支
援
者
の
方
々
の

距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
活

動
実
施
地
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、「
映
画
を
観
る
こ
と
」

に
プ
ラ
ス
し
て
「
映
画
を
撮
る

こ
と
」
も
大
き
な
経
験
、
新
し

い
発
見
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
い

う
思
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
「
映
画
を
撮
る
」
と
い
う

体
験
学
習
の
実
施
を
試
み
て
い

ま
す
。今

後
、
W
T
P
で
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
か
教

え
て
く
だ
さ
い
！

映
画
の
力
を
信
じ
て
い
る
一

人
と
し
て
、
よ
り
良
い
、
質
が

高
く
、
面
白
く
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
作
品
を
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
観
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

の
工
夫
や
改
善
に
携
わ
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
画

か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

自
発
的
な
議
論
や
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
生
み
出
す
映
像
作
品

を
、
ぜ
ひ
近
い
将
来
目
に
で
き

た
ら
な
、
と
も
思
い
ま
す
。

映画監督 /映像ディレクター。代表作に『動かない体で生きる私の、それでも幸せな日常』、『あした生きるという旅』、『こども哲学 -アーダコーダの
じかん-』、シリーズ『世界は布思議～布のおはなし～』など。1981年東京生まれ。日本とアメリカで映像制作を学び、帰国後映画制作会社勤務
を経て独立。2015年よりWTPに参画。作品作りや出会いを通じて、生きることは絶対にひとりきりの旅ではない、ということを強く感じ、映像が様々
な状況にある人たちの孤立を防ぐ力、外の世界への窓になれればという思いで取り組んでいる。

映画界で活躍するメンバー　
映画監督/映像ディレクター

内田英恵（うちだ・はなえ）

Vol.1

QAQA

QA

私が移動映画館を行う団体でボランティアをする理由
World Theater Project で活動するメンバーに聞いてみた！



何にでも変身できる夢の種。映画を
こよなく愛している。誰かを喜ばせ
ることが好き。テケテケ走る。ムー
語で話す。たいていフィルと一緒に
いる。その姿を大人は見ることがで
きない。

カンボジア、バングラデシュ、ネパール、マダガスカル、ドミニカ
共和国、タンザニアなど、クレイアニメ『映画の妖精 フィルとムー』
は様々な国で上映されました。希望する方はどなたでも無料でこ
の作品を上映することが可能です。
上映をご希望の方はWTPのHPからお問い合わせください。

『映画の妖精 フィルとムー』は、そのクオリティの高さから国内外
において高い評価を受け、世界中の様々な映画祭で上映されて
います。

2018年度は新たに、トートバッグ、パーカー、マグカップ、チャー
ムなど様々な商品の販売を開始しました。興味をお持ちの方はイ
ンターネットで「フィルとムーのオンラインショップ」と検索してく
ださい。

今後も途上国の子どもたちの可能性を広げるために、『映画の妖精 フィルとムー』を様々な国で上映していきたいと考えています。
また国内においては、知名度向上のためにイベントやグッズ販売、様々な企業とのコラボを行っていく予定です。
今後ともあたたかく見守っていただけますと幸いです。

世界中どこの国にでも届けることができる、権利フリー・言語フリー
のクレイアニメ映画『映画の妖精 フィルとムー』を制作し、またフィ
ルとムーのグッズ販売による収益を途上国の子どもたちに映画を
届けるための活動資金とする仕組みが評価され、2018 年度の
グッドデザイン賞を受賞しました。グッドデザイン賞審査委員さま
からは、次のような評価コメントをいただきました。「映画が無料
だからこそ、世界各地で上映され、キャラクターの人気が高まり、
グッズの売り上げが増え、活動資金が生まれる。映画を観られな
い環境に暮らす子どもたちに映画を届ける、という支援活動を、
持続可能な仕組みにしている点を評価した」

フィルム柄の帽子をかぶった映画の妖精。
好きな食べ物はポップコーン。帽子から
映像を映し出せる能力がある。フィル語
を喋る。その姿は子どもにしか見ること
ができない。

　フィルとムーは、映画の妖精。フィルムの帽子をかぶった黄色い子がフィル。

何にでも変身できる夢の種がモチーフの赤い子がムーです。

二人は世界中の子どもたちに映画を届けるために生まれました。

世界中の子どもたちのために移動映画館を行うWTPのマスコットキャラクターであり、

理念の象徴です。有名キャラクター「ウサビッチ」を生み出した

有限会社カナバングラフィックスの宮崎あぐりさまが描いてくださいました。

フィル

ムー

声の出演：斎藤工、板谷由夏
監督 /脚本 /編集：秦俊子
企画 /ストーリー原案 /脚本：齊藤工
企画 /脚本 /プロデューサー：教来石小織
プロデューサー：遠藤裕
アシスタントプロデューサー：横山日登美
制作プロデューサー：高橋悠平
キャラクターデザイン：宮崎あぐり
音楽：根木マリサ
音響：滝野ますみ
ミキサー：宇津木鉱一
MA技師：曽田玲衣奈
レコーディングエンジニア：沼田彰彦、齋藤愛子
撮影 /照明 /カラリスト：手嶋悠貴
撮影 /照明：山本大輔

撮影：高橋弘
照明：石金真人
造形：宮島由布子、池田恵二、三谷瞳、村田珠美
造形 /アニメート/デジタルワークス：阿部靖子
造形 /デジタルワークス：面高さやか
造形 /アニメート：近藤翔
デジタルワークス：森下裕介、中村匠吾、山田優子、そんよんそん
２Dワークス：佐藤美代、撮影用特機：川村徹雄
タイトルデザイン：武藤弘明
ビデオコンテ協力：こがやったけ
撮影スタジオ：ヒロアニメーションスタンド
ポストプロダクションスタジオ：Tripod Ltd, Liability Co.

制作：アングル合同会社
協力：WOWOW「映画工房」、cinéma bird

製作：NPO法人World Theater Project

上映時間：8分
公開：2017年10月（日本）
言語：なし

クレイアニメ

 『映画の妖精 フィルとムー』

上映状況

映画祭

グッズ

グッドデザイン賞



ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。「
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
に
映
画
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を

贈
れ
な
い
か
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　
現
地
で
被
害
に
遭
っ
た
方
た
ち
の
な
か
に

は
、
目
を
つ
ぶ
れ
ば
災
害
の
様
子
が
蘇
る
方

も
い
る
。
水
害
の
音
が
耳
か
ら
離
れ
な
い
ト

ラ
ウ
マ
を
抱
え
て
い
る
子
も
い
る
。
そ
ん
な

現
地
の
方
た
ち
か
ら
、
エ
ン
タ
メ
を
求
め
る

声
が
あ
っ
た
。
災
害
の
影
響
で
海
水
浴
に
も

行
け
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
時
間
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
娯
楽
が
な
い
の
だ
と
い
う
。

　
映
画
や
エ
ン
タ
メ
が
多
少
な
り
と
も
、
そ

の
地
に
楽
し
い
記
憶
を
上
塗
り
で
き
る
の
で

は
。

　「
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
夏
の

思
い
出
を
贈
り
た
い
」
と
い
う
斎
藤
さ
ん
の

想
い
の
も
と
に
各
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
集
ま
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
だ
し
た
。

私
も
お
こ
が
ま
し
く
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

災
害
現
場
で
「
娯
楽
」
は
い
つ
か
ら
必
要

に
な
る
か
？

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
方
た
ち
が
岡

山
、
広
島
と
被
災
地
を
回
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、

微
力
な
が
ら
私
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
現
地
に
行
く
ま
で
は
不
安
だ
っ
た
。

　
良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
は
思
い
つ
つ
、

内
心
、
被
災
地
に
エ
ン
タ
メ
を
持
っ
て
行
く

の
は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

の
だ
。
エ
ン
タ
メ
と
い
う
も
の
は
衣
食
住
、

す
べ
て
が
復
興
し
た
最
後
に
求
め
ら
れ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

　
瓦
礫
の
撤
去
作
業
の
合
間
に
、
映
画
を

上
映
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
ミ
ナ
・

タ
ン
チ
ャ
ー
ム
づ
く
り
を
し
、
コ
マ
撮
り
ア

ニ
メ
の
製
作
体
験
を
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
で
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
、
な
ぜ
か
泣

き
そ
う
に
な
っ
た
。
娯
楽
の
支
援
が
被
災
地

の
役
に
立
っ
て
い
る
気
が
し
た
の
だ
。
具
体

的
に
何
か
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
楽
し
い
時
間
が
共
有
さ
れ
た
だ
け
な
の

だ
け
れ
ど
。

　
映
画
や
エ
ン
タ
メ
は
、
衣
食
住
が
満
た
さ

れ
て
、
す
べ
て
の
瓦
礫
が
撤
去
さ
れ
た
最
後

に
や
っ
と
必
要
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
復

興
の
途
中
で
も
、
現
地
に
寄
り
添
え
る
も

の
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　
瓦
礫
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
で
、
復
興
に

は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
長
く
復
興
活

動
が
続
く
か
ら
こ
そ
、
長
い
時
間
を
戦
い
抜

く
た
め
の
娯
楽
は
、
必
ず
し
も
他
の
支
援
の

「
後
」
で
は
な
く
、「
同
時
」
に
大
切
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
。

　
後
日
、
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
株
式
会
社
が
行
っ

た
「
災
害
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
、「
苦

し
い
時
こ
そ
娯
楽
は
必
要
、
約
9
割
」
と
い

う
記
事
を
見
た
。
救
わ
れ
た
思
い
が
し
た
。

　
被
災
地
を
訪
れ
た
約
ひ
と
月
後
、
普
段

私
た
ち
が
移
動
映
画
館
を
展
開
し
て
い
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
。

　
上
映
で
訪
れ
た
学
校
の
先
生
に
「
話
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
と
、
先
生
は
手
を
合
わ
せ
、「
日
本
が
災

害
で
大
変
な
と
き
で
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支

援
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
そ
の
と
き
も
救
わ
れ
た
思
い
が

し
た
。

迷
い
が
生
ま
れ
た
と
き
、
私
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
言
葉

　
今
回
の
件
で
、
私
た
ち
の
活
動
と
災
害

と
の
向
き
合
い
方
に
対
し
て
、
一つ
の
前
向

き
な
発
見
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
、
活
動
を

続
け
て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
迷
い
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

　
迷
い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、

私
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
話
が
あ
る
。
敬
愛

す
る
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
安
田
菜
津

紀
さ
ん
が
講
演
で
語
っ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
。

　
安
田
さ
ん
が
取
材
を
続
け
る
の
は
、
世

界
中
の
難
民
・
貧
困
・
災
害
の
現
場
。
自

分
は
医
療
従
事
者
の
よ
う
に
直
接
目
の
前

の
人
の
命
を
救
う
こ
と
も
、
現
地
に
根
を

張
る
N
G
O
の
よ
う
に
寄
り
添
う
こ
と
も

で
き
な
い
。
写
真
で
直
接
的
に
人
の
命
を
救

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
う
自
問
す
る
安
田
さ
ん
に
、
現
地
の

N
G
O
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
。

菜
津
紀
さ
ん
、
こ
れ
は
役
割
分
担
な
ん

で
す
（
中
略
）
自
分
た
ち
N
G
O
は
、

現
場
に
と
ど
ま
り
、
人
に
寄
り
添
っ
て

活
動
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
を
、
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
が
と
き
に
難
し
い
。
あ
な
た
は
少
な

く
と
も
通
い
続
け
る
こ
と
は
で
き
る
し
、

こ
こ
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
伝
え
て

い
け
る
じ
ゃ
な
い
か

（『
君
と
ま
た
、
あ
の
場
所
へ
　
シ
リ
ア
難
民

の
明
日
』
安
田
菜
津
紀
著
、
新
潮
社
よ
り
）

　
ど
う
し
た
っ
て
、
社
会
を
良
く
す
る
す
べ

て
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ
て
を

救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
れ
で
も
、
ど
ん
な
と
き
も
自
分
や
活

動
を
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、
胸
を
張
っ
て
、

「
私
た
ち
は
私
た
ち
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
。

英
治
出
版
オ
ン
ラ
イ
ン
で
連
載
を

執
筆
し
ま
し
た

2
0
1
8
年
10
月
よ
り
、
代
表 

教
来
石
が

英
治
出
版
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
W
T
P
の
活

動
に
関
す
る
連
載
「
映
画
で
貧
困
は
救
え

る
か
」
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
連
載
で
は
「
映
画
で
貧
困
は
救
え
る

か
」
を
一つ
の
象
徴
的
な
問
い
と
し
て
、
教

来
石
が
活
動
を
続
け
る
な
か
で
感
じ
る

様
々
な
葛
藤
や
可
能
性
と
向
き
合
う
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
て
綴
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
連
載
の
な
か
か
ら
、
一つ
の
記
事
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
動
に
自
信
が
な
く
な
る
と
き

　
こ
の
世
で
一
番
美
し
い
も
の
は
、
映
画
を

観
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

実
は
本
気
で
思
っ
て
い
る
。
　

　
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
移
動
映
画
館

の
活
動
が
好
き
だ
。

　
可
能
性
に
あ
ふ
れ
る
、
目
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
子
ど
も
た
ち
と
空
間
を
共
有
し
、
笑
っ
た

顔
や
真
剣
な
顔
、
は
し
ゃ
い
で
拍
手
す
る
姿

を
見
ら
れ
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
る
。
時
折
、

映
画
か
ら
新
し
い
職
業
や
生
き
方
を
知
る

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
夢
の
種
が
蒔
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
た
り
す
る
。

　
私
に
と
っ
て
、
一
生
情
熱
を
燃
や
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
は
こ
れ
以
外
に
な
い

の
だ
と
、
最
初
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
上
映
し
た

7
年
前
の
あ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
ず
っ
と

思
っ
て
い
る
。
私
は
自
分
に
は
自
信
が
な
い

の
だ
け
れ
ど
、
移
動
映
画
館
の
活
動
と
ビ

ジ
ョ
ン
と
、
仲
間
の
素
晴
ら
し
さ
に
は
自
信

が
あ
る
。

　
け
れ
ど
そ
の
活
動
に
さ
え
自
信
を
持
て
な

く
な
る
と
き
が
あ
る
。
社
会
的
に
意
味
の

な
い
浅
は
か
な
活
動
な
の
で
は
な
い
か
と
悩

み
、
無
力
感
に
苛
ま
れ
る
と
き
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
ど
ん
な
と
き
か
と
い
う
と
、
大
き

な
課
題
に
立
ち
向
か
う
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、

人
々
や
社
会
の
可
能
性
を
具
体
的
に
切
り

拓
い
て
い
る
方
を
見
た
と
き
だ
。

　
た
と
え
ば
、
A
L
S
（
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
）
患
者
の
方
が
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
し
て
働
け
る
カ
フ
ェ
を
開
い
た
吉
藤
オ

リ
ィ
さ
ん
。認
知
症
の
方
た
ち
が
働
け
る「
注

文
を
ま
ち
が
え
る
料
理
店
」
を
生
み
出
し

た
小
国
士
朗
さ
ん
。
路
上
生
活
者
の
支
援

を
行
い
、
貧
困
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動

し
て
い
る
大
西
連
さ
ん
。

　
こ
こ
に
全
員
の
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う
偉
大
な
方
を

見
た
と
き
に
、
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
し
て
心

か
ら
尊
敬
す
る
一
方
で
、
つ
い
つ
い
自
分
と

比
べ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
落
ち
込
み
、
自
信

を
な
く
す
。

　
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
上
映

す
る
こ
と
で
、
果
た
し
て
困
っ
て
い
る
誰
か

が
助
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
本
当
に

社
会
に
意
義
の
あ
る
活
動
な
の
だ
ろ
う
か
？

　「
映
画
で
夢
の
種
蒔
き
を
」
な
ん
て
、
す

ぐ
に
結
果
の
出
な
い
、
暖
簾
に
腕
押
し
の
よ

う
な
活
動
に
、
方
向
性
を
見
失
い
そ
う
に

な
っ
た
り
も
す
る
。

　
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
私
が
一
番
落
ち
込

み
、
何
も
か
も
に
自
信
が
持
て
な
く
な
る
と

き
が
も
う
一つ
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
災
害
が
起
き
た
と
き
だ
。

西
日
本
豪
雨
で
苛
ま
れ
た
無
力
感

　
去
年
の
夏
も
そ
う
だ
っ
た
。
西
日
本
が
地

震
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
や
テ
レ
ビ
で
伝
え
ら
れ
る
悲
惨
な

状
況
に
目
を
覆
い
た
く
な
っ
た
。

　
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
こ
と

に
、
私
は
目
を
覆
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
な
と

思
う
。
た
と
え
ば
他
国
の
内
戦
の
問
題
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

両
親
を
失
い
血
に
ま
み
れ
た
少
年
の
写
真
を

凝
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
く
の
が
怖
い
。
す
べ
て
と
向
き
合
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
心
が
も
た

な
い
の
だ
。

　
で
も
国
内
で
起
き
て
い
る
災
害
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
目
を
そ
ら
し
た
く
て
も
あ
ち
こ
ち
か

ら
毎
日
の
よ
う
に
情
報
が
入
っ
て
く
る
。
毎

日
無
力
感
に
苛
ま
れ
暗
い
顔
に
な
っ
て
い
た
。

わ
ず
か
ば
か
り
の
寄
付
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
無
力
感
が
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
と
き
に
途
上
国
で
移
動
映
画
館
の

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に
罪
悪
感
さ
え
覚
え
、

団
体
の
S
N
S
の
発
信
は
や
め
て
沈
黙
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
俳
優
の
斎
藤
工
さ
ん
が
、

西
日
本
豪
雨
の
と
き
に
真
っ
先
に
現
地
に

入
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。

　
俳
優
で
あ
り
、
映
画
監
督
で
あ
り
、
移

動
映
画
館ciném

a bird

で
も
活
動
さ
れ
て

い
る
斎
藤
工
さ
ん
の
こ
と
を
、
勝
手
に
同
志

だ
と
思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
移
動
映

画
館
の
活
動
を
世
界
に
大
き
く
広
げ
る

き
っ
か
け
も
く
だ
さ
っ
た
、
団
体
の
大
恩
人

で
も
あ
る
。

　
斎
藤
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
知
り
、

あ
ら
た
め
て
尊
敬
す
る
と
同
時
に
、
や
は
り

落
ち
込
ん
だ
。
私
は
何
も
動
け
て
い
な
い
。

体
力
が
な
く
て
能
力
の
な
い
私
が
行
っ
て
も

逆
に
現
地
に
迷
惑
だ
ろ
う
と
、
心
の
な
か
で

言
い
訳
ば
か
り
し
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
日
経
っ
て
、
斎
藤
さ
ん
か
ら

西
日
本
豪
雨
に
思
う―

N
P
O

代
表
の
私
が
無
力
を
感
じ
る
瞬
間

と
、支
え
に
し
て
い
る
言
葉
。

（
2
0
1
9
年
1
月
29
日
掲
載
）

連
載「
映
画
で
貧
困
は
救
え
る
か
」

英
治
出
版
オ
ン
ラ
イ
ン



　
2
0
1
8
年
度
の
活
動
も
あ
り
、
関

西
支
部
は
新
た
に
3
名
の
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
支
部

設
立
か
ら
の
初
期
メ
ン
バ
ー
2
名
が
卒
業

を
迎
え
、
新
し
い
体
制
で
活
動
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
た
な
関
西
支
部

で
み
な
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
面
白
い

映
画
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（

関
西
支
部
代
表
　
金
原
竜
生
）

（
副
代
表
　
草
原
美
咲
）

　
2
0
1
8
年
度
は
、
学
生
メ
ン
バ
ー
が

副
代
表
を
務
め
、
彼
女
を
中
心
に
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
す
る
体
制
に
し
、
社
会
人

と
は
違
う
目
線
で
、
映
画
好
き
の
方
々
が

気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
映
画
好
き
の
方
と
一

緒
に
映
画
を
鑑
賞
す
る
『
関
西
た
の
し
ね

ま
』
に
は
、
何
回
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
方
も
増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
映
画
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
、
一
定
頻
度
で
活
動

報
告
会
も
行
い
、
私
た
ち
の
活
動
を
よ
り

詳
し
く
説
明
で
き
る
機
会
を
設
け
た
結
果
、

W
T
P
の
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
ギ
フ

ト
シ
ネ
マ
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
も

増
え
ま
し
た
。
2
0
1
8
年
度
は
関
西
支

部
に
と
っ
て
良
い
活
動
の
流
れ
を
築
け
た
一

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
関
西
支
部
代
表
　
金
原
竜
生
）

　
2
0
1
8
年
度
は
W
T
P
の
関
西
で
の

動
き
が
活
発
に
な
る
よ
う
に
も
が
き
続
け

た
一
年
で
し
た
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、

2
0
1
9
年
度
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
一

年
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。（

18
年
度
副
代
表
　
薬
師
寺
沙
彩
）

2018.04　Filmeetイベント：関西たのしねま Vol.3　映画『ビッグ・シック ぼくたちの大いなる目ざめ』

2018.05　Filmeetイベント：関西たのしねま Vol.4　映画『しあわせの絵の具 愛を描く人モード・ルイス』

2018.06　活動報告会

2018.07　Filmeetイベント：関西たのしねま Vol.5　映画『万引き家族』

2018.09　Filmeetイベント：関西たのしねま Vol.6　映画『ワンダー 君は太陽』

2018.10　Filmeetイベント：映画のごはんを作って、食べよう！Vol.3 

　　　　  キューバサンドfrom 映画『シェフ 三ツ星フードトラック始めました』

2018.11　映画上映会：チベットを五感で感じる休日～映画とお菓子とお茶とともに～　映画『タシちゃんと僧侶』上映

2019.02　World Theater Project 関西 活動報告会 ～２年半の歩みとこれから～

Kansai
関西支部

2
0
1
8
年
度
の
ふ
り
か
え
り

　
2
0
1
6
年
に
発
足
し
た
W
T
P
の
国

内
初
の
支
部
で
、
関
西
地
方
（
大
阪
府
・

京
都
府
・
兵
庫
県
・
滋
賀
県
）
を
舞
台

に
活
動
。
団
体
紹
介
イ
ベ
ン
ト
や
映
画
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
（Film

eet

）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
関
西
支
部
の
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、

少
人
数
な
が
ら
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
様
性

で
す
。
大
学
生
か
ら
職
種
の
異
な
る
社
会

人
ま
で
、
関
西
各
地
か
ら
様
々
な
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
W
T
P
に
参
加
し
た
理

由
も
、「
映
画
が
と
に
か
く
好
き
だ
か
ら
」

「
国
際
協
力
に
興
味
が
あ
り
ま
す
！
」「
映

画
で
途
上
国
支
援
と
い
う
新
し
い
方
法
に

惹
か
れ
た
」
な
ど
様
々
。
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー

だ
か
ら
こ
そ
の
多
種
多
様
な
ア
イ
デ
ア
で
、

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
届
け
る

た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

1.関西地区でのWorld Theater Project ギフトシネマ会員数向上
2.関西地区でのWorld Theater Project 知名度向上
3.国内映画イベント事業『Filmeet』の実施
4.関西地区での映画好き人口増加

２
０
１
９
年
度
の
目
標

関西支部の活動足跡

MISSION



　
2
0
1
8
年
度
は
、
北
陸
支
部
に

と
っ
て
飛
躍
の
年
で
し
た
。
2
0
1
7

年
度
か
ら
始
め
た
企
画
で
あ
る
、
金
沢

市
の
中
心
街
に
あ
る
大
正
時
代
の
古
民

家
を
改
装
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
て
毎
月
映

画
の
上
映
を
す
る
『
金
澤
町
家
シ
ネ
マ
』

を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

上
映
す
る
作
品
は
映
画
配
給
会
社
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
さ
ま
の
社
会
派
映

画
で
、
金
沢
で
は
あ
ま
り
上
映
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
映
画
好
き
の
方

や
社
会
課
題
に
関
心
の
あ
る
方
に
多
く

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
定
期
の

イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、
新
イ
ベ
ン
ト
『
石
川

0
円
キ
ッ
チ
ン
』も
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
0
円

キ
ッ
チ
ン
』
と
い
う
映
画
を
ス
ピ
ン
オ
フ

さ
せ
た
企
画
で
、
石
川
県
で
発
生
す
る

規
格
外
野
菜
な
ど
を
使
い
、
参
加
者
で

料
理
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
北
陸
支
部
の
存

在
が
石
川
県
で
広
が
り
、
他
の
団
体
と

の
イ
ベ
ン
ト
共
同
開
催
も
実
現
で
き
ま

し
た
。
他
に
も
、
活
動
足
跡
に
あ
る
通

り
数
多
く
の
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
が
生
ま

れ
、
お
誘
い
い
た
だ
い
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

企
画
か
ら
は
、
フ
ィ
ル
と
ム
ー
の
お
米

も
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
地
域

に
お
け
る
こ
の
活
動
の
可
能
性
を
感
じ

る
一
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
の
は
、
国
際
協
力
や
映

画
に
関
心
が
あ
る
方
々
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
し
か
し
2
0
1
8
年
度
は
、
他

団
体
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
っ
て
、
よ
り
幅

広
く
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

映
画
に
は
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
秘
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も
映
画
鑑
賞

だ
け
で
な
く
、
映
画
を
テ
ー
マ
に
議
論

し
た
り
、
映
画
の
な
か
に
登
場
す
る
食

事
な
ど
の
体
験
も
、
映
画
の
世
界
に
よ

り
浸
る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
2
0
1
9
年
度
は
「
映
画
」

を
テ
ー
マ
に
窓
口
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、

従
来
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
新
し
い
種
類

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
映
画
を
違
っ
た
観
点
で
楽
し
め

る
よ
う
な
機
会
を
提
供
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
北
陸
支
部
は
、
映
画
を
地

域
活
性
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
っ
て

お
り
、
地
域
内
の
様
々
な
世
代
の
方
が

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

そ
の
地
域
自
体
が
も
っ
と
面
白
く
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

（
北
陸
支
部
代
表
　
金
原
竜
生
）

2018.04　金澤町家シネマ　映画『ソニータ』
2018.05　World Theater Project 北陸 1周年記念イベント　『映画の妖精 フィルとムー』上映&トークライブ『映画のチカラ』
　　　　   金澤町家シネマ　映画『もうひとりの息子』
2018.06　（再上映）金澤町家シネマ　映画『0円キッチン』
　　　　   映画スピンオフ企画：石川0円キッチン
　　　　   金澤町家シネマ（6月上映）　映画『ヴィック・ムニーズ／ごみアートの奇跡』
2018.07　SDGsダイアローグ第3回「『誰も取り残さない』は誰のため？を考える」映画上映会
　　　　   ※国連大学 サステイナビリティ高等研究所 いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニットさまとの共同企画
　　　　   Vol.1 映画『みんなの学校』＠珠洲市／ Vol.2 映画『バベルの学校』＠金沢市
2018.08　COTO×COTO夏祭り『石川0円キッチン』出店
　　　　   Filmeetイベント：北陸版映画遠足 Vol.7映画『カメラを止めるな！』
　　　　   のっぽくん – オーガニックとフェアトレードのお店 – 主催
　　　　   お子様にはじめての映画体験を！8分間のクレイアニメ「フィルとムー」上映会
　　　　   金澤町家シネマ　映画『ハーフ』
2018.09　金澤町家シネマ　映画『台北カフェ・ストーリー』
2018.10　金澤町家シネマ　映画『ジェンダー・マリアージュ ～全米を揺るがした同性婚裁判～』
　　　　   共同企画「田んぼdeアート大作戦♪アートを刈り取ろう」
　　　　   写真展「映画のチカラが途上国にもたらすもの」＠金沢大学（10月15日～11月12日の開催）
2018.11　石川0円キッチン with おにぎりアクション～おにぎり握って、世界を救えッ！～
　　　　   金澤町家シネマ　映画『リベリアの白い血』
2018.12　のっぽくん主催　Xmas親子ミニ映画会♪８分間のクレイアニメ「フィルとムー」上映会
2019.01　高岡ロータリークラブさまでのゲストスピーカー講演「映画のチカラが途上国×地域にもたらすもの」
2019.03　認定NPO法人自立生活サポートセンター・もやいさまとの共同企画
　　　　   貧困問題を「学ぶ・伝える」レクチャーセミナー　 映画『わたしは、ダニエル・ブレイク』

Hokuriku
北陸支部

2
0
1
8
年
度
の
ふ
り
か
え
り

1.北陸地方でのWorld Theater Projectの知名度向上および活動の拡大
2.映画を通じて、地域を盛り上げる

2
0
1
9
年
度
の
目
標

北陸支部の活動足跡

MISSION

1.映画をテーマにしたイベント開催
2.金澤町家シネマの開催

主な活動内容

イベント開催数：18回／イベント累計参加人数：130人
メディア掲載回数：15回（北國新聞、北陸中日新聞、毎日新聞、読売新聞、金沢経済新聞、MRO北陸放送）

2018年度活動実績

2017年4月に設立し、金沢を中心に活動する支部。
支部代表：金原竜生



           

　

　
　
　
　
浅
沼
日
向
（
高
校
生
東
京
支
部
）

W
T

P
 Yo

u
th

 

へ
の
参
加
動
機
は
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、
高
校

生
で
も
何
か
社
会
貢
献
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

は
な
い
か
探
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
に
、

W
T

P Y
outh 

に
所
属
し
て
い
る
高
校
の
先
輩

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
映
画
が
大
好
き
で
し
た
。
だ
か

ら
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
途
上
国
の
映
画

を
観
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
観
て

ほ
し
い
！
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
の
出
展
や
映
画
上

映
会
な
ど
に
意
欲
的
に
関
わ
れ
、
大
き
く

成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。一
番
の
思
い
出
は
、

夏
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
初
め
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
小
学
校

で
映
画
上
映
を
体
験
で
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

生
ま
れ
て
初
め
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
行
っ
た
の

で
学
び
も
多
く
、
と
て
も
思
い
出
に
残
る
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

W
T

P
 Yo

u
th

 

で
の
学
び
を
今
後
ど
う

生
か
し
た
い
で
す
か
？

ツ
ア
ー
参
加
に
よ
り
、
今
ま
で
の
日
本

で
の
活
動
が
ど
う
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
途
上
国
の
熱
に
触
れ
る
こ
と
で
世
界

へ
の
視
野
も
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

成
長
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
こ

の
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
森
田
理
央
（
神
戸
大
学
支
部
）

W
T

P
 Yo

u
th

 

へ
の
参
加
動
機
は
？

幼
い
こ
ろ
か
ら
映
画
が
大
好
き
で
、
何

か
途
上
国
の
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

思
い
も
常
に
抱
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
大
学
生
関
東
支
部
で
活
動
す
る
友
人
か

ら
W
T
P
の
こ
と
を
知
り
、
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
に
映
画
を
届
け
る
こ
と
で
「
夢
の

種
を
ま
く
」
と
い
う
こ
の
活
動
に
感
銘
を
受

け
、
魅
力
を
感
じ
、
私
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
を
始
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

神
戸
大
学
支
部
の
活
動
を
よ
り
多
く
の

方
に
伝
え
よ
う
と
奔
走
し
た
一
年
で
し
た
。

神
戸
市
に
あ
る
パ
ル
シ
ネ
マ
さ
ま
に
は
、
団

体
紹
介
チ
ラ
シ
や
代
表
の
著
書
『
ゆ
め
の 

は
い
た
つ
に
ん
』
を
置
い
て
い
た
だ
き
、
映

画
を
観
に
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
学
祭
「
六
甲
祭
」
で
は
、
教
室

の
装
飾
や
看
板
の
製
作
ま
で
す
べ
て
自
分
た

ち
で
行
い
、
フ
ィ
ル
と
ム
ー
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
や
募
金
箱
も
作
り
ま

し
た
。
多
く
の
来
場
者
に
私
た
ち
の
活
動

を
伝
え
ら
れ
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

1
月
に
は
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
新
た
な
目

標
を
胸
に
み
ん
な
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
、
神
戸
大
学
支
部
リ
ー

ダ
ー
就
任
の
抱
負
は
？

新
た
な
挑
戦
の
年
に
し
た
い
で
す
。
他

の
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
神
戸
を
中
心

と
し
た
関
西
圏
に
住
む
映
画
を
観
る
機
会

の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
も
、
映
画
体
験
か

ら
夢
や
希
望
を
抱
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企

画
を
実
施
し
た
い
で
す
。

　W
T

P Y
outh 

立
ち
上
げ
か
ら
2
年
目
を

迎
え
、
イ
ベ
ン
ト
回
数
が
飛
躍
的
に
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、W

T
P Y

outh 

全
体
と
し
て

の
活
動
よ
り
も
、
三
つ
の
支
部
ご
と
に
活
動

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
一
年
で
し
た
。
各

支
部
が
自
立
し
た
組
織
に
な
り
、W

T
P 

Y
outh 

全
体
の
活
性
化
を
図
れ
ま
し
た
。
こ

の
流
れ
に
乗
り
、
引
き
続
き
各
拠
点
で

W
T
P
の
輪
を
広
げ
、
学
生
の
力
で
少
し

で
も
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
映
画
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
初
のW

T
P Y

outh 

メ
ン
バ
ー
向
け
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
で
き
た
こ
と
も
大
き
な

成
果
で
し
た
。
実
際
に
現
地
で
映
画
を
届

け
た
経
験
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
こ
と

は
、
団
体
の
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
実
感
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
「W

T
P Y

outh 
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」

も
作
成
し
、
メ
ン
バ
ー
の
一
体
感
を
増
す
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

映画という窓口から、途上国支援に関心が高くない方にもWTPの活動を発信し、収益が途上国の子どもたちに映画を届ける
ための寄付となるイベントを定期的に開催しました。例えば昨夏には、チベットの料理と雰囲気を味わうことができる東京・曙
橋にあるレストラン「タシデレ」さまにご協力いただき、WTP Youthとして初開催となる、ユナイテッドピープルさま配給の映画『タ
シちゃんと僧侶』上映会を行いました。その上映会でWTPを初めて知っていただけた参加者も多く、WTP Youthとしてまた
一歩前進することができました。

WTP Youth
World Theater Project Youthメ

ン
バ
ー
の
声

World Theater Project Youth（WTP Youth）は、学生が主体的に行動するこ
とにより、WTPの活動を国内外の学生へと広め、組織と個人の成長を目指す
学生組織です。2017年6月に発足し、「映画が好き」「国際協力に関心がある」
「子どもが好き」「組織の立ち上げに興味がある」など各々の動機のもと、多様
な学生が参加し活躍しています。発足当時は数人しかいなかったメンバーも、
徐 に々人数が増え、関東圏のみならず全国に活動が広がりつつあります。

全国分布：高校生東京支部（東京都）、大学生関東支部（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）、神戸大学支部（兵庫県）

VISION：若い力で途上国の子どもたちが当たり前に映画を観られる時代を築く 

MISSION：World Theater Projectの輪を広げる

２
０
１
８
年
度
の
ふ
り
か
え
り

QA

QAQAQA

QA

QA

・夢を持って生きるとは…？～春の映画上映会～／高校生東京支部
・TFT-UAとのコラボ企画 しょく（職、食）から見直す途上国／大学生関東支部
・東京のまんなかでチベットを旅しよう～チベットの映画とお茶とスイーツ～
　／大学生関東支部

・リトルハッピー・イン・スローナイト～ギリシャの島から学ぶしあわせの秘密～
　／大学生関東支部
・神戸大学六甲祭にて活動紹介／神戸大学支部
・『バレンタイン一揆』上映／高校生東京支部

〈 2018年度実績 〉

外部団体主催のイベントにブースを出展し、ワークショップの実施やフィルとムーグッズの販売を通してWTPの認知度向上に
努めました。

・カンボジアフェスティバル2018／大学生関東支部
・神戸ソーシャルキャンパスさま主催 学生団体合同新歓／神戸大学支部
・株式会社 talikiさま主催BEYOND2.0 ブース出展／神戸大学支部
・グローバルフェスタJAPAN2018／大学生関東支部

・神戸発掘映画祭／神戸大学支部
・エシカルペイフォワードさま主催 世界こどもの日ユース・フェスティバル
　誰も取り残さないファッションショー／大学生関東支部
・JASID-Jasnidsさま主催TSUNAGARUフェス／神戸大学支部

〈 2018年度実績 〉

〈 2018年度実績 〉

2018年8月、WTP Youth発足以来初となるメンバー向けスタディツアーを実施しました。WTP Youth立ち上げ当初より、メ
ンバーから「実際にカンボジアの小学校へ行って映画上映をしたい」との声があったことが企画の発端です。これを機に、毎
年WTP Youthメンバーで途上国へ映画を届けに行くことができたらと考えています。

日程：2018年8月22日～27日の4泊6日
参加者：WTP Youthメンバー 8名（大学生4名、高校生4名）＋H.I.S.添乗員山口さま

添乗員として同行してくださったH.I.S.スタディツアーデスク　山口翼さまより
現地の子どもたちが食い入るように画面を見つめ、笑ったり、拍手したり、リアクションを取る姿が人懐っこく非常に印象的でした。映
画が持つ力は万国共通で、多くの子どもたちに夢を育む素地を与えてくれると思います。実際に、上映後、子どもたちははにかみながら
自分の夢をみんなの前で披露してくれました。子どもたちに映画を通して夢を持ってもらうという団体のミッションに少しでも携われたこと
を大変嬉しく思います。これからも応援しています！

今回のツアーではワークショップに力を入れました。 メンバーで話し合って『ハルのふえ』を上映すること
に決め、コップでリズムを取ってメロディを奏でる「カップソング」を行うことにしました。いざ子どもたち
に教えてみると、カンボジアの小学校では音楽の授業がないせいか、リズムをなかなか上手く取れない子
どもたちが大勢いて、音楽の授業の重要性を痛感しました。それでも諦めずに、身振り手振りで子どもた
ちにリズムを何とか伝えようと粘り、最終的にクラス全員で『さんぽ』を合奏することができました。 

行動指針
1. Self-Starter：人から言われてやるのではなく、自分の考えをもって行動する。

2. Challenger：自分に経験のないことでも勇気を持ってチャレンジする。

3. Appreciation：常におごることなく、謙虚で感謝を忘れない。



W
T
P
の
活
動
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
は
？

開
発
援
助
の
仕
事
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

滞
在
し
て
い
た
と
き
、
映
画
が
恋
し
く

な
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
映
画
館
に
行
こ

う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
カ
ン
ボ
ジ
ア 

映
画
」
で
検
索
し

た
と
こ
ろ
、
W
T
P
の
教
来
石
代
表
の

記
事
に
出
会
い
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
映
画
を
観
な

が
ら
育
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
映
画

は
ま
さ
に
「
世
界
へ
の
窓
」
で
し
た
。

他
方
、
途
上
国
に
行
く
と
、
映
画
だ

け
で
な
く
芸
術
文
化
に
ア
ク
セ
ス
で
き

な
い
人
が
い
か
に
多
い
か
を
知
り
、
学

校
教
育
で
は
届
か
な
い
、
心
の
豊
か
さ

や
情
緒
を
育
む
芸
術
の
力
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 ぼ
ん
や
り

と
「
途
上
国
×
映
画
×
子
ど
も
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
な

か
、
W
T
P
と
い
う
団
体
に
出
会
え
た

こ
と
は
奇
跡
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

W
T
P
で
の
活
動
と
仕
事
の
つ
な

が
り
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て

く
だ
さ
い
！

途
上
国
の
現
場
の
風
景
か
ら
い
か
に

学
ぶ
か
、
と
い
う
視
点
は
W
T
P
で
の

活
動
で
も
役
立
て
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

移
動
中
の
窓
か
ら
見
え
る
町
並
み
、

教
師
の
表
情
や
教
授
法
、
子
ど
も
の

身
な
り
や
読
み
書
き
レ
ベ
ル
、
住
ま
い

や
衛
生
環
境
、
道
路
や
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
質
…
。
目
に
映
る
風
景
や

人
々
の
姿
に
感
度
を
集
中
し
、
統
計
や

社
会
指
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
現

場
の
課
題
を
把
握
す
る
と
い
う
途
上
国

開
発
の
仕
事
で
覚
え
た
こ
の
習
慣
は
、

W
T
P
の
活
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
新
し

い
企
画
を
検
討
す
る
上
で
お
役
に
立
て

る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
映

画
の
教
育
的
効
果
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
効
果
な
ど
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
で

ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

今
後
、
W
T
P
で
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
か
教
え
て
く
だ
さ

い
！映

画
は
ア
ー
ト
で
あ
り
、
娯
楽
で

あ
り
、
ま
た
、
教
育
的
媒
体
で
も
あ

り
ま
す
。
情
緒
的
な
心
や
想
像
力
、

道
徳
的
な
意
識
、
個
性
的
な
表
現
力

を
豊
か
に
す
る
情
操
教
育
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
映
画
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
様
々
な
理
由
で
感
情

を
抑
圧
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
心
理
的

不
安
を
和
ら
げ
る
媒
体
と
し
て
、
映

画
が
貢
献
で
き
る
要
素
が
あ
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
の
障
害
で

心
を
開
か
な
か
っ
た
少
年
が
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
ア
ニ
メ
映
画
を
観
て
、
脇
役
の

登
場
人
物
に
自
分
の
姿
を
重
ね
、
言

葉
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
実

話
は
、
そ
の
顕
著
な
例
か
と
感
じ
ま
す
。

映
画
を
通
じ
て
、
紛
争
地
や
被
災
地

の
緊
急
下
の
子
ど
も
、
ま
た
特
別
な
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
に
支
援
が
で
き
る

機
会
が
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大学卒業後、国際協力機構（JICA）に入構。中南米や東アフリカにおける開発援助の実務経験を経た後、シンクタンクにて勤務。要保護児童の社
会的養護や障害児・者の教育・福祉分野での政策制度に関わる他、国際協力プロジェクトの評価や国際機関などの調査事業に従事。趣味は、スノー
ボードや沢登りなどアウトドア、書道、アコーディオン弾き。東京外国語大学卒、一橋大学 国際・公共政策大学院修了、社会福祉士。これまでコロンビア・
ブラジル・ケニアに在住し、ラテン音楽と犬をこよなく愛する。

国際協力・途上国支援で活躍しているメンバー
シンクタンク研究員/ソーシャルワーカー

近藤碧（こんどう・みどり）

Vol.2

私が移動映画館を行う団体でボランティアをする理由
World Theater Project で活動するメンバーに聞いてみた！
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みなさまのあたたかいご支援により、

多くの途上国の子どもたちに映画を届けることができておりますこと、心より感謝申し上げます。

私たちの活動はみなさまからのご支援により成り立っております。

世界中の子どもたちに映画を届けられるように、スタッフ一同、より一層邁進してまいりますので、

引き続きあたたかく見守ってくださいますと大変心強く、嬉しく思います。

様々な業界の企業さまより、自社商品のご提供、自社イ
ベントにおける収益のご寄付、イベント会場のご提供、寄
付型自動販売機の設置、その他協同事業など、様々な
形でご支援をいただいております。

1.企業さまからの寄付・支援
World Theater Project では、月々 300円から子どもた
ちに映画体験を贈っていただく「ギフトシネマ会員」を
募集しております。みなさまによるご支援で、これまでに
約7万人の途上国の子どもたちに映画を届けることがで
きております。

2.ギフトシネマ会員

“Buy One, Give One Cinema（商品を買うと、途上国
の子どもに映画が届く）” をコンセプトに、フィルとムーの
ギフトアイテムを公式オンラインショップにて販売しており
ます。マグカップやトートバッグ、チャームなど、グッズ製
作担当者がアイデアを振り絞りながら製作した商品をご購
入いただいて得た利益は、子どもたちに映画を届ける活
動に活用させていただいております。2017年度にオープ
ンしたフィルとムーオンラインショップですが、これまでに
たくさんの方々にご利用いただき、多くの子どもたちに映
画体験を届けることができております。これからも様々な
場所にフィルとムーを連れて行っていただけますと大変嬉
しく存じます。

3.フィルとムーグッズ購入

キリンビバレッジ株式会社×World Theater Project

2017年度より、キリンビバレッジ株式会社さまとのコラ
ボ自動販売機設置が進んでおります。ドリンクをご購入
いただくと、売り上げの一部がWTPへの寄付となります。
東京キリンビバレッジサービスにお勤めの門平さまより熱
いメッセージとともにご提案いただき実現したこのプロ
ジェクトですが、これまでに合計 9 台の自動販売機を設
置いただいております。設置にご協力いただいております
みなさまに、この場をお借りして心から感謝申し上げます。

継続的なご支援、
誠にありがとうございます。

6.寄付型自動販売機の設置

団体の軌跡について描かれた代表・教来石の著書『ゆ
めの はいたつにん』（センジュ出版）を販売しております。
2012 年当時、前例のなかった途上国での移動映画館を
開始し、後に約7万人の子どもたちに映画を届けること
になる物語の原点。それまでなかった途上国での移動映
画館を切り拓いたのは、ごく普通の派遣の事務員でした。
WTPの活動のことを知りたい方、途上国での移動映画
館を始めたい方、自分の道に迷っている方にぜひお読み
いただきたい一冊です。日本で移動映画館を行う俳優の
斎藤工さんもブログで「七回くらい涙があふれた」とご
紹介くださいました。ご購入いただけますと、売り上げの
一部が団体への寄付となります。

ギフトシネマ会員ご案内ページ

様 な々ご支援のカタチ

4.書籍購入

フィルとムーオフィシャルサイト
http://www.fillandmoo.co/

設置をご検討いただける方は
こちらから

読み終えた本が途上国で生活する子どもたちの夢の始ま
りとなります
本棚お助け隊を運営している株式会社ブギの菅原さまより
お声かけをいただき、古本チャリティ募金をスタートいた
しました。不要となった本を【本棚お助け隊】にお送りい
ただくと、査定金額がWTPの支援金となり、間接的に途
上国の子どもたちへ映画を届けることができます。東京都
文京区に籍を置く本棚お助け隊（株式会社ブギ）さまは、
「モノを活用した寄付文化をもっと身近に」というコンセプ
トのもと、様々な団体と協同し、社会問題の解決に取り
組まれている素晴らしい会社です。

「古本チャリティ募金」は一人のお客様の声から始まりました。
「どこか頑張っている団体に寄付してください」そのような声が一つ
一つ積み重ねられ「古本チャリティ募金」の仕組みができました。
貧困を解消するため、差別をなくすため、子どもたちのため、より
良い地球環境のため、戦いや争いのない日常のため、人々同士の
共感を創り出すため、様々な分野で未来に挑む人々がいます。
社会の一隅であっても本気で頑張っている人たちに共感できること
はどんなにすてきでしょう。寄付や助け合いが身近にある日々はど
んなに豊かでしょう。私たちがかつて与えられたものを、新たな誰
かへ手渡してゆく。「もったいない」や「おたがいさま」への共感
のタネがあちこちでまかれ、芽吹き、大きく美しく実る未来。
みんなで笑顔溢れる社会を創っていきましょう！

5.古本寄付

ブギさまのメッセージ



株式会社ソーケン
株式会社オーエス
株式会社学研ホールディングス
株式会社東京現像所
株式会社白組
株式会社トムス・エンタテインメント
株式会社新日本映画社
株式会社ファンドクリエーション
株式会社ウィット

大江橋経営
株式会社バリュープレス
テラサイクルジャパン合同会社
ウシオ電機株式会社
ジャパンシステム株式会社
株式会社ジェイフィール
キリンビバレッジ株式会社
医療法人社団げんき会 げんきらいふ
クリニック

しろひげ在宅診療所
社会福祉法人きらめき会
吉祥寺フランス語学院合同会社
チャネルオリジナル株式会社
boum

SHERPA COFFEE

弁護士法人ネクスパート法律事務所
株式会社ブギ（本棚お助け隊）
パルシネマしんこうえん

2017年度に寄付型自動販売機を設置させていただいたことを皮切りに、ジャパンシステムさまにはイベント開催のための会場
のご提供や、社員さまのファミリーデーにお招きいただき『映画の妖精 フィルとムー』を上映させていただくなど、様々な形で
ご支援いただいております。ファミリーデー当日には、社員のみなさまにフィルとムーのグッズをご購入いただくなど、大変あた
たかなご支援を頂戴いたしました。

2018 年度にご支援・ご協力いただいた企業・団体さま

ジャパンシステム株式会社さまからのご支援

ギフトシネマ会員さまからの応援メッセージ
2016年からWTPを応援し、2018年にはカンボジアに同行して映画配達人を体験しまし
た。映画を観ている子どもたちの笑顔はとても眩しく、それだけで感動しました。また、実際に、
子どもたちに将来の夢を聞くと、やはりほとんどが医者と教師でした。WTPは、普段日本
に暮らしていてはあまり考えることのない課題や、感じることのない経験を与えてくれると思
います。これからもWTPが末永く継続していけるよう、陰ながら応援しております。

弁護士法人ネクスパート法律事務所  代表弁護士　寺垣俊介さま

スクリーンをはじめとした映像環境を企業、教育、流通などあらゆるシーンで企画・施工まで行っていらっしゃる株式会社オー
エスさま。活動開始初期よりカンボジアでの活動を応援いただき、スクリーンやプロジェクター、ソーラーパネルなどをご提供
いただいてきました。2018年度には、寄付型自販機を東京と大阪のオフィスにご導入いただきました。自販機の導入につい
て広報の藤枝さまから、「社員みんなで応援できることが嬉しい」とあたたかいお言葉をいただきました。

株式会社オーエスさまからのご支援

吉祥寺にあるすてきなフランス語学校、吉祥寺フランス語学院さま。活動開始当初より、古本の寄付にご協力いただいたり、
毎年1月に開催される開校記念パーティーの参加費を全額ご寄付いただくなど、あたたかいご支援をいただいております。

吉祥寺フランス語学院合同会社さまからのご支援

2018年度よりスタートした映画イベント企画「丸の内映画ナイト」において、夜景の見えるすてきなオフィスを会場とし
て使用させていただいております。2ヶ月に一度程度開催している当イベントには、ウシオ電機の社員のみなさまにもご参
加いただき、非常にありがたく思っております。

ウシオ電機株式会社さまからのご支援

私たちの活動は、多くの方 の々ご支援で成り立っております。

みなさまのご支援により、途上国の子どもたちに

映画体験を届けられておりますこと、あらためて感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。

（敬称略・順不同）



2018 年度  財務会計報告

2018年度  活動計算書（2018年4月1日 から 2019年3月31日 まで）
（単位：円）

2018年度  貸借対照表（2019年3月31日 現在）
（単位：円）

みなさまからのご支援のおかげで、多くの子どもたちに映画を届けることができました

NPO法人 World Theater Project より 感謝の気持ちを込めまして



https://worldtheater-pj.net

info@worldtheater-pj.net

@catic0901

worldtheaterproject

@world_theater_project
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	B5冊子右006P-P007_事業の紹介
	B5冊子右008P-P009_移動映画館
	B5冊子右010P-P011_カンボジア1
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